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序章　熱しきれない夜

第一章　あの人とお見合いしちゃいました

第二章　本当の自分を見せる勇気










序章　熱しきれない夜








　やけに大きく聞こえる吐息。汗を掻いてもすぐに引いてしまう身体。高まり切らない熱。

　このどれもが好きじゃない。虚しく感じてしまう。

「…………ふっ……んンっ……はぁ……あっ……」

　それでも、こうやって一人にときに、ベッドの中で自分の身体に手を這わせて、よく知っている気持ちいいところを弄ってしまうのは、寂しいからだろう。

　身体も心も満たされずに、それを埋めるために一人でしてしまう。

　胸をはだけて、乳首を指で擦ってつねって。

　もう片方の手を秘所に伸ばして、指をゆっくりと差し込む。

　気持ちいいは気持ちいい。自分の身体のことはよく分かっているからだ。どこをどう弄れば快楽を引き出せるか熟知している。

　けれども、どこか冷めていて。

　冷めているのはきっと、この心なのだと分かっていた。

　何度も何度も、同じように熱しきらないこの心と身体を持て余したからだ。

「…………ひっンんっ……あぁ……あっ…………あぁ……んンっ！」

　秘所に指を入れて、上の部分を懸命に刺激する。ざらりとした感触のするそこ。一番感じて、腰がビクビクと震えてしまうところだ。

　その刺激からくる快楽を手助けするように乳首への愛撫も激しくしていくと、イきそうな感覚が競せり上がってきて、ひたすらそれに集中した。

「…………あぁ……んぁ……あっ……あっ……はぁ……あぁっ！」

　ようやく迎えた絶頂に腰が何度も揺れて、枕に顔を埋めてそれに感じ入る。この一瞬だけは頭の中を真っ白にできた。

　けれどもそこを過ぎれば、たとえ身体に快楽の余韻が残っていたとしても、頭の中がスッと冷えていく。

　分かっているのだ。――――こんなものでは足りないのだと。

　ふと、視線がクローゼットに向かう。悩ましげな視線が何かを求めてそこに辿り着いた。

　けれどもすぐにその迷いを振り切って、顔を枕に伏せる。

　寂しさを紛らわせるはずの行為なのに、いつも最後には虚しさだけが残った。満たされない、それではダメなのだと自分自身が啼いている。

　――――けれども、その勇気はまだなくて。

　ただ、一人でその熱を持て余す。

　そんな夜がいつも辛かった。






第一章　あの人とお見合いしちゃいました








『――――身体が君を求めている』




　そんなフレーズが瑚こ花はなの耳に入ってきて振り返る。

　街角のビルの大きなテレビ広告。そこに映し出された俳優と『Love from the body』という文字を追ってキョトンとした。

「あぁ、あのＣＭ最近よく流れるね」

「そうなの？」

　一緒に信号待ちをしていた友達の佐さ奇き森もり茉ま奈な香かの言葉に少し驚きながら、瑚花は再度そのＣＭに見入る。

　どうやら婚活、お見合いサポートの宣伝らしい。

　よく流れているというそれを知らないほどに、最近はテレビをつけていないという事実に気付いて、それほどまでに仕事に追われて私生活に余裕がなかったのかと驚いたが、それ以上に広告の内容が衝撃的だった。

　以前から爽やかイケメンと評判の高い俳優が、『身体からお付き合いをはじめよう』と言って微笑んでいるのだ。ＡＩ診断によるマッチングをして、そういう肉体的な接触を含めたお見合いができるのが『Love from the body』だと謳って。

　あぁ、時代はとうとうここまで来てしまったのだと、瑚花は小さく溜息を吐く。

　以前から男女の草食化が進み、未婚率は伸びに伸び、同時に晩婚化も加速したと言われていた。テレビや雑誌で警鐘を促し、政府も何かと手を打ってはいたが一向に改善の兆しは見せず、民間の業者もさまざまなお見合いや婚活パーティーを打ち出していた。

　出会いは多様化になった時代だと言われてはいるが、まさかセックスから始まるお見合いを商品にする会社が出てくるとは思いもしていなかった。

　その会社――――ヴィフ社という会社らしいが、随分と大胆なことを考えるものだと戸惑いながらも感心していた。そういうのもアリになった時代なのだと。

「人気らしいよ、あの『Love from the body』ってお見合い」

「え？　意外……」

　無農薬野菜をふんだんに使ったヘルシー料理が売りのお店に入って注文した後に、茉奈香と話していると彼女が思い出したかのように言う。周りに体験した人もいたらしく、その人も行って良かったと喜んでいたし、ネットでも賛否はあるものの体験談は悪いことは書かれていないと話す。

　てっきりあまりにも革新的過ぎて否定的な意見が多いのだと思いきや、世間はどうとも見ていないようだ。自分がいかに古めかしくて凝り固まった考えをしているのかを知る。

「私も登録してみようかなぁ……って思ってる」

「え？　茉奈香、意外と結婚焦ってる？」

　彼女はいわゆるキャリアウーマンで、今は仕事が楽しいから男はいらないのだとよく言っていたのだが、実は結婚願望があったのかと驚く。今は仕事にやりがいを見出しているようだし、もう少し落ち着いてからの話だと思っていた。

「焦っていると言うか……まぁ、普通に考えるよね。だってうちらもう二十七だよ？　今から出会って、付き合って、それから結婚とか考えたら時間とかそんなにないなって。結局自分のタイミングで～とか思っていたらあっという間に四十目前とかあり得るし」

　年齢の話を出されると瑚花も胸が痛かった。同じ二十七歳、彼氏なし。彼女の言葉は他人ごとではない。

「瑚花だってさ、そろそろ彼氏ほしいとか思ったりするでしょう？　もう前の彼氏と別れて六年？　そこからずっと一人じゃん」

「まぁね……」

　大学からの友人である茉奈香には瑚花の恋愛遍歴を知られていて、元カレに振られて以来恋人がいないことも知っていた。

「もしかして、小こ沼ぬまくんのこと、いまだに引きずってるとかじゃないよね？」

「まさか。もうすっぱりきっぱり忘れました」

　ストローでミルクティーを吸い込みながらムッとした顔をする。

　けれども茉奈香にそう言われて、そっか、あの別れから六年か……と一瞬感傷に浸った。

　小沼自身を引きずっているわけではないが、あの悲惨な別れを長い間引きずっている。彼の名前を出されると不必要にこの胸が痛んだ。

「じゃあ、瑚花も一緒に登録しようよ～。出会いは多い方がいいじゃん」

「でも身体から……なんでしょう？　何か怖いよ」

　そう瑚花が躊躇っていると、茉奈香は手持ちの端末でホームページを検索してこちらに提示してくる。

「ほら、ここに書いてあるけど、自分でどの段階までやるのかって設定できるみたいだよ。最後までヤるもヤらないも本人次第って感じ」

　たしかに、そこに書いてある説明には『ご本人の希望に合わせて設定いたします』とある。つまりはキスまでならＯＫであれば、そこまでと明記しておけば大丈夫だということなのだろうか。

「どうせこの後どこに行くかとか決めてなかったし、このまま登録しに行っちゃう？」

「う～ん……」

「話を聞くだけでもいいじゃん。話を聞いて、登録するかどうか瑚花が決めたらいいよ。ね？　行こう？」

　話を聞くだけなのであれば何も問題ない。もしかすると自分の想像しているものとはまったく違うのかもと考え、瑚花は頷いた。

　自分でも何となく意識している部分はあったのだ。たとえ晩婚化が一般的になっているとはいえ、世間的には三十路のラインはまだまだ健在だ。

　親も瑚花にいい人はいないのかと気にするようにもなってきたし、悠長に構えていていい年齢ではないのかもしれない。

　茉奈香の話は、瑚花の中で燻っていた危機感を煽ってきた。

　それに……と昨夜も耽ってしまった自慰行為を思い出す。

　あんな風に一人で無理に慰めるくらいならば、思い切って一歩踏み出した方がいいのかもしれない。

「え？　嘘!?　見て見て！　睦むつ城き周あまねもモニターで参加してるらしいよ！　もしかすると周とデキちゃうってこと？　これは行くしかなくない？」

「ええ～……さすがにそれはサクラでしょ……」

　あのＣＭで『身体が君を求めている』と言っていた俳優も参加していると知って、茉奈香は興奮しているが、さすがにそれは宣伝のために書いてあるだけだろう。『睦城周とマッチングできちゃうかも？』なんて謳い文句、いかにも過ぎて逆に嘘くさい。

「私、周とセックスまでいかなくてもハグだけでもいいからしてみたいわ……」

　イケメンに目がない茉奈香は、俳優と会えるというチャンスに飛びついて目を輝かせている。そんな夢を見る茉奈香を横目に、ホームページに映る周の爽やかに微笑む顔にちらりと目を落とした。

　彼は元モデルで、今は俳優業を中心に活躍していて映画やドラマによく出ている。雑誌で企画される『抱かれたい男ランキング』などで必ずランクインするほどの人気ぶりだが、一方でバラエティなどに滅多に出てこないのでヴェールに包まれているところが多い。

　突然モデル引退と俳優への転身を発表したときはいろんな憶測が飛んだが、いまだにその真相は語られていない。昔はよく雑誌のインタビューで『モデルは天職』と言っていたほどなのに、何が彼をその決断に至らせたのか。

　当時、ファンとまでいかないにしても好感を持っていた瑚花も、衝撃を受けたのを覚えている。

　そんな周がＣＭに出ていること自体珍しい。それも何かの心境の変化なのかと思ったら、先ほどよりも興味が湧いてきた。

　彼はもしかすると変化を恐れない人なのだろうか。挑戦者で、どんな自分であっても恐れない人なのだろうかと、瑚花は想像する。

　自分の殻を破るためには、いい機会なのかもしれない。きっと今のままでは、結婚どころか誰かと付き合うことすら尻込みしてしまい、一歩を踏み出す勇気を持てずに無為に日々を過ごすだけになる。

　過去の傷など、いつか忘れると思っていたがそう簡単な話ではなかったようだ。

（自分から行動を起こさなきゃ、一生私はこのままかもしれない……）

　常日頃抱いていた不安や焦りが、瑚花の背中を押した。







「案外多いんですよ。性の不一致で離婚する人。もちろん心身ともにマッチする人が一番望ましいのでしょうが、なかなかそううまくいかないのが現実には多いんです。だから、選択肢の一つとして身体の相性からパートナーを決めてみませんか？　と提案しているのがこのＡＩお見合いです。無理にセックスしろとは言いません。ハグやキスから試せます。お客様のペースに合わせて、お選びいただけます。もちろん安心安全には最大限に配慮させていただいておりますよ。詳しいシステムのご説明に移らせていただきますね。ここまででご質問はございますか？」

「……いえ、ありません」

　茉奈香と一緒に勇み足でヴィフ社に訪れて、『Love from the body』に登録したいと申し出たところ、『まずは商品の説明をさせていただきますね』と社員の女性が優しく丁寧に話をしてくれた。

　このお見合いのコンセプトや、最近の結婚やお見合い事情も交えて分かりやすいように説明してくれる。

　特に力を入れて話してくれたのは、安全にお見合いできるようなシステムが備わっているというところだ。守秘義務も順守する旨を、誓約書を提示して示してくれた。

　録音や録画は一切なく、ＡＩが基本的にお見合いの進行をし、安全を守ってくれるシステムのようだ。無理強いをされたり恐怖を感じた場合、すぐに救済されるようにもなっている。

「基本的にこのお見合いは、男女が一つの部屋に入ってＡＩが設定したお題を互いにクリアしていきます。手を繋ぐことからはじまり、ハグやキス、最終的にはセックス……といった感じで一個ずつお題をクリアして先に進むんです。それも、どの程度までの接触をするのかはご希望に合わせて設定できます。軽いものからハードなものまで。そこは互いの性的嗜好によって変わってきますからね。ＡＩもそこを加味してマッチングさせています」

　それはクリアしてもできなくてもいいらしい。

　お題ごとに意思確認がなされて、先に進むか否かを選択できる。保留というのも選べるようで、後ほど改めて挑戦できる。

　脱落はいつでも可能。自分で相手と合わないと判断したら、そこで終了も可能だ。

　もしもお互いに気に入ったら最後に連絡先を交換して、交際をするかどうかは本人たち次第になる。もちろん、アフターサポートの制度のあるようなので、相談はいつでも乗ってくれるようだ。

　一見荒唐無稽なお見合いのように見えて、配慮を欠くようなことはしていない。

　ただ、このお見合いは最初のＡＩ診断の段階で登録を拒否されることもあると、彼女は真剣な顔で言ってきた。

「たとえば乱暴目的でこのお見合いに登録してきたり、のちほどストーカーになりそうな気質のある人は事前のテストで落とされるようになっています。あとはそうですね……他人に感染させる恐れのある病気を持っていた場合も、お断りさせていただいております」

　ＡＩの性格診断、性的嗜好の診断、そして身体検査。それらに合格した人間が登録されて、お見合いのマッチングをされる仕組みになっていた。

「システムがシステムですから、厳選されるのはどうかご承知おきください」

　つまりは誰でも参加できるわけではなく、しっかりと精査したうえで参加者を選んで安全を図っているようだった。

　最近のＡＩはその正確性においては信頼がおけるものだと、一般的にもまた瑚花自身も認識している。なので、システム自体には不安はないのだが、果たして自分がそれをやり切れるかが分からない。

「まずは登録してみて、合否判定を待ってから参加をするかを改めて考えてみてはいかがでしょう？」

　その言葉に後押しされて、ＡＩ診断と身体検査を受けた後に資料を貰って帰宅した。




　結果はスマホにメールで送られてくる手筈になっている。だいたい一週間ほどで届くと聞かされていたが、もうすぐ年末ということもあり仕事で忙殺されて、すっかり頭から抜け落ちていた。

　そんな金曜日の退勤時間。スマホを疲れた目で覗き込めば、ヴィフ社からメールが届いているのに気が付く。

「一週間後か……」

　判定の結果『適正』だと判断され、さっそく来週の日曜日にマッチングされた相手とお見合いをできるようだ。

　特に用事もなかったので了承のメールを返す。すると、すぐに当日のスケジュールや注意事項が記載されたメールが送られてきた。

　勢いで登録してしまったけれど、いよいよお見合いをするのかと思うと期待と不安で心が騒めく。帰り道の電車の中で、ずっと自分のスマホに目を落として、『Love from the body』のサイトを見続けた。

　まだ何が変わったわけでもない。

　けれども、自分の中で変化の片鱗を見出してきているような気がして、気持ちが高揚している。

　自分の中で固く閉ざされた殻を打ち破れるかもしれない。そんな期待が大きく膨れ上がった瑚花は、次の一週間はネットで男受けするメイクを検索して研究したり、身体のケアに勤しんだ。

　そして迎えた日曜日。一週間前にやってきたヴィフ社のビル前に再び佇む。

　一度ビルを見上げた後に勢いよく中に入っていった。このまま逡巡してしまうと、最後には怖気づいてしまう自分の性格はよく知っている。足を止めずにロビーの受付まで一直線に向かった。

「御み縁えにし瑚花様ですね。ご本人確認を行います」

　そう受付の女性に言われ、モニターに手を当てると掌紋認証で確認をされ、中に促される。

　まずは最終意思確認と説明を、と前回説明をしてくれた社員の女性がやってきて、一通り注意事項や禁止事項の説明をされた後に、承諾書にサインをした。

「セーフティーワードを決めてください。有事の際、御縁様が事前に決めた言葉を言えばこちらから救出しに行きます。もちろん、決めたワードは相手の方には絶対に内緒で。できれば、普段なら絶対に言わないだろうなって言葉がいいです」

　録音や撮影はもちろんのこと、モニターで社員が監視などを行わない代わりに、ＡＩがすべてを管理して運用してくれるらしい。ＡＩが状況的判断をできない場合に備えて念のために設定しているのだと教えてくれた。それは相手も同じことで、密室に男女が二人きりでセックスをするのだから、どんな状況にも応じられるようになっているんですと、社員は話す。

「選択肢はこちらのリングに出てきますので、そちらを使ってください」

　渡された細いリストバンドのようなブレスレットには小さな液晶がついていて、毎回出されるお題を進めるかどうかをここで選択するようになっているようだ。

　最後に一番念を押されたことが『セーフティーセックスでお願いします』ということ。

「絶対に避妊具を使ってくださいね。ＡＩが使っていないと判断した時点でお見合いは中止になりますが、何より身体の相性を見るのにも、セックスを楽しむのにもそこは重要ですから」

　他に質問はないかと聞かれて、瑚花は首を横に振る。

「それではよいご縁がありますように。いってらっしゃいませ」

　そう軽快に送り出されて白い扉を開けると、その部屋はたった一畳の空間しかなかった。相手の男性もいないし、何も置かれていない。部屋を間違えたのだろうか？　とオロオロし始めたときに、ブレスレットから機械的な『スタートします』という声が聞こえてきて、壁だったはずのところが透過した。

　どうやら壁だと思っていたそこはホログラムで目隠しされていたらしく、それが解除されれば目の前には大きな部屋が。

　白を基調としたそこは、壁紙から天井、床までもがすべて真っ白だった。壁の真ん中に置かれた大きなボックスのようなものも、端に設置されてあるクイーンサイズのベッドも、全て。

　その異様な空間に落ち着かなさを感じていると、視界に人影が映ってビクリと肩を震わせた。

　スタートと合図されたということは、相手側もこの部屋にやってきているということだ。

　緊張しながらそちらに視線を向ける。

「こんにちは」

「……あっ、こ、こんにち……は？　……え？　……えぇ？」

　第一印象は大切だと、戸惑いながらにこやかに挨拶を返そうと思ったが、そこに立って爽やかな笑みを湛えている人物の顔をしっかり認識した途端に、瑚花の思考がピタリと停止した。

　いや、まさか、ありえない。

　その言葉だけがずっと頭の中を堂々巡りして、目の前の現実が受け入れられずにいる。

　何故、あの睦城周がここにいるのか、瑚花はまったくもって理解できない。

　たしかにモニターで参加しているとサイトに書いてあったが、客寄せのための嘘だとばかり思っていた。俳優、しかもバラエティなどに一切出ない彼がこんなお見合いに参加しているはずはないと。

　けれどもどう見ても、目の前の彼はテレビで見た睦城周その人なのだ。

　ハニーブラウンのゆるふわな髪に、綺麗な二重の大きな瞳。見上げるほどの高身長。こんなイケメン、他にそうはいない。

「今日はよろしくお願いします」

　彼はそうは言ってくれるが、何をどうよろしくしていいか分からなかった。混乱しすぎて叫びたいし、この部屋から飛び出していきたい。その衝動を必死に抑えるために両手で口を塞ぎ、覚束ない足を地面に縫い留めている。

　ただただ、目の前にいる彼の存在が信じられなくて見つめ続けた。

「……あの、大丈夫？」

　そんな瑚花の様子を見て不審に思ったのか、彼は心配そうな顔でこちらに一歩踏み出す。それに過敏に反応して一歩飛び退いた瑚花は、とりあえず首を縦に振った。

　全然大丈夫じゃない。

　けれども、いつまでも固まったままでは失礼過ぎると、瑚花は必死に飛び出しそうな心臓を抑え込んで、ゆっくりと口を開いた。

「……な、……なんで、ここに」

「もちろんお見合いをしに」

　それは当然の答えだが、本気なのだろうか。本気で自分とここでお見合いをして、キスやハグ、もしかするとセックスまでしてしまうつもりなのか。信じられない気持ちばかりが溢れてくる。

「……本当に参加してるなんて……信じられない」

「そう？　でもちゃんと俺も参加しますーって書いてあったでしょ？」

「ありましたけど……嘘だと思うじゃないですか」

　戸惑いの目を向けると、彼はにこやかに微笑んだ。そして、ツカツカと遠慮なく近づいてきて瑚花の目の前に立ち、彼女に手を差し伸べる。

「嘘じゃないよ。俺も本気でお見合いに参加している。だから、よろしくね。俺は睦城周。二十五歳。職業は俳優やってます」

　公式の情報では一八〇ｃｍ以上あるという高身長の彼は、一五八ｃｍしかない瑚花を見下ろし丁寧に自己紹介をしてきた。すべてもう知っている情報ばかりだが、改めて目の前で本人の口から言われると、感動すら込み上げてくる。

　本物なのだと、ようやく瑚花は実感できて、彼の親しげな態度につられて手を差し出した。ギュッと握られ、握手をされる。

「名前は？」

「……御縁……瑚花……です」

「じゃあ、瑚花って呼ぶね。年は……聞いてもいいかな？」

「に、二七……」

「俺の二個上だね。俺、年上の女性がタイプなんだ。そこら辺もちゃんとＡＩが配慮してくれてるんだね。瑚花は年下とか大丈夫？」

「それは別にこだわりはないので……」

「よかった！　お互いいいスタートが切れそうだね！」

　矢継ぎ早に質問をされて、瑚花は面を食らっていた。テレビで見る周とはまったくイメージが違ったのだ。クールでセクシーな表情で雑誌に載る彼。この間もドラマで眼鏡をかけて知的な役を演じており、その演技力が絶賛されていた。

　けれども実際の周はこんなにも明るく、そして人懐っこい。爽やかイケメンというよりも、年下わんこ系と言った方がいいかもしれない。

「瑚花はこのお見合いは初めて？」

「はい……というか、お見合い自体初めてです」

「俺も初めて。だから滅茶苦茶緊張してる」

「そうなんですか？　……見えないです」

「うん。俺、演技上手いからね」

『俳優だから』と付け加えられて、瑚花は噴き出しそうになった。たしかに、彼ならばその演技力で本心などすべて隠せそうだ。

「正直、俺なんかが参加しているのを知って、瑚花が引いてるかも気になってる。さっき『本当に参加してるんだ』って驚いていたし……」

「それは普通に驚きますよ。目の前に芸能人がいれば誰だって驚くし、それがお見合い相手だって知ったらなおさら……」

「じゃあ、このまま俺とお見合い続けても大丈夫？」

　周は顔を近づけて、縋るような目を向けてきた。彼のこげ茶色の瞳に瑚花が映っていて、その近さを知る。顔を真っ赤に染め上げた瑚花は、背筋をピンと伸ばして慌てて頷いた。

「も、もも、もちろんです！　断るなんて滅相もない！」

　そんなことをしたら罰が当たってしまうかもしれない。周から断られることはあっても、瑚花から断るなど、そんなおこがましいこと、できるはずもなかった。

「よかった。よろしくね、瑚花。無理せず二人のペースでやっていこう」

「……は、はい。こちらこそ、よろしくお願いします」

　そう周に明るい声で言われ肩の力を抜いたときに、壁に設置されているボックスが自動的に開いてモニターが現れた。

『お題開始です』とアナウンスが流れる。

　最初は何が出題されるのだろう。

　隣にいる周を意識しながら、モニターを注視していた。彼も興味津々にそれが出るのを待っている。

　すると真っ暗だったモニターが真っ白な画面になって、『手を繋ぐ』と文字が浮き出た。

　最初からハードなものじゃなくて、内心ほっとしながら、ブレスレットの選択肢のボタンを押す。

　すると、ボックスのモニターに二人が選択した答えが表示され、周もまた『Ｙｅｓ』を押したことが分かった。

「ごめん。そう言えば、俺がさっき勝手に瑚花の手を握っちゃってたね」

　苦笑しながら差し出された手を、また取る。すると、彼は握手ではなく恋人繋ぎをしてきた。指と指を絡めて、先ほどよりも深く繋がるように。

　瑚花はそのサービスに、嬉しさと緊張のあまりに叫び出しそうになる。ただ先ほどのように握手をするだけだと思っていたので、こんなの不意打ち過ぎた。

　まずい。このお見合いは心臓が持たないかもしれない。

　バクバクと喧しいくらいに早鐘を打つ心臓を、深呼吸をして懸命に諫めようとするも、まったく効果がなかった。

　次に出されたお題は『ハグをする』。

　分かってはいたが、さらに密着するようなお題が出てきて『ひえっ……』と小さく叫んでしまった。

　震える指先でブレスレットのボタンを押す。

　すると、モニターに映された二人の回答がまたもや同じ『Ｙｅｓ』で、さらにドキドキした。

「それじゃあ、失礼します」

　そう言ってにこやかな顔で両手を広げた周は、瑚花が頷くとそのまま腕の中に閉じ込めた。すっぽりと覆われてしまい、彼の胸板に顔をくっつけながら固まる。

（……む、胸板！　あの細マッチョな、周の胸板が……！）

　以前雑誌のヌード特集で見た彼の身体は、綺麗に筋肉がついていてその胸板も溜息が出るほどに厚くて美しかった。お腹のシックスパックのラインもくっきりと見えて、見るからに逞しいと分かる。

　こんな逞しい身体にお目にかかりたいと思ったものだが、まさか見るどころか触れるだなんて当時の自分は思いもしていない。頬に当たる感触や、手に触れている部分が、彼の体躯が日頃トレーニングを重ねて引き締まっているものだと知らしめてくる。

「さっきも思ったけど、瑚花は小柄だね。俺の身体の中にすっぽり入っちゃう」

「多分、睦城さんの背が高いんですよ。睦城さんからすればほとんどの女性が小柄になっちゃいますよ」

「『周』って呼んで、瑚花。俺の方が年下なんだし。できれば敬語もない方がいいなぁ。距離を感じるし」

「えっと……」

　そうなのだろうけれど、年下とはいえ初対面の男性相手に、しかも芸能人の彼を呼び捨てにするのはおこがましい気がした。ただでさえ、瑚花は馴れ馴れしい態度を取るのに時間を要するタイプだ。

「……それじゃあ、周くん」

　遠慮がちにそう呼ぶと、彼は『呼び捨てでいいのに』と残念そうな声を上げる。シュンと耳が垂れ下がった犬のようで、可愛らしい。

「そう言えばさ、瑚花は俺の職業知ってるじゃん？　俺も瑚花のことをもっと知りたいんだけど、仕事何しているかとか聞いていいの？」

「あ、うん。あの、文房具会社の事務やってるよ。『ツートン』って小さな会社」

「へぇ……文房具かぁ。俺、最近文房具とか使ってないなぁ」

「皆そうだよ。デジタルが主流だしね。でも、可愛いデザインのものとか、便利なものとか結構あってね。私、事務職だから側で見ているだけだけど、無限の可能性があるなって感じてる。デジタルの時代になってもお店で文房具が売っているのは、液晶の中だけじゃ得られないものがあるからなんだなぁって」

　なかなか就職が決まらなくて滑り込むように入った会社だったけれど、今ではやりがいを感じているくらいだ。事務どころか経理までもしなければならないほどに忙しくて大変だが、嫌ではない。

「楽しいんだね、仕事が」

「そうだね。大変だけど苦痛じゃないのは確かかな」

「それが一番いいね。想いが大きすぎても小さすぎてもバランスが崩れちゃう」

　ふと周の声のトーンが下がる。それが気になって顔を上げると、彼の寂しげな瞳とかち合った。

「周くんは……バランスが難しいの？」

「……そうだね。危うくなるときがあるかな」

　哀しそうに笑うので、瑚花の胸がソワリと震える。何か言おうと口を開いた瞬間、周はパッと手を離して抱き締めるのをやめてしまった。

　まるでその先は踏み込んでくれるなと、扉を閉めるように。

『お題クリアです。次のお題に移ります』

　ボックスからアナウンスが流れる。そのせいで二人の間に流れていた微妙な空気が途切れた。

「次も抱き合うみたいだよ」

　周の声にモニターに目を向けると、そこには『ベッドの上で二人で抱き合う』と書いてあった。ここでとうとうあの大きなベッドの登場だ。

　瑚花は緊張を高めた。

　モニターに二人の答えが映し出されると、周がこちらに手を差し伸べてくる。まるでエスコートをするように、スマートに瑚花をベッドに導いてくれた。

　二人でベッドの端に座る。

　ベッドの上で抱き合うということだったが、このまま座ったまま抱き合う形でいいのだろうか。それとも寝転がって身体を寄せ合うのか。どうしたらいいのだろうと身体を固まらせながら考え込んでいると、周が上体を倒してベッドの上に転がった。

「おいで」

　そしてこちらにおいでと誘いをかけてくる。その姿が夜のお誘いをかけているように見えて恥ずかしくなった。

　けれども、彼のその魅力に抗えずに、熱に浮かされるように彼の上に折り重なる。

　胸に頭をのせて、彼の心臓の音を聞いた。トクントクンと規則的に動くそれは、とても力強い。周の腕が瑚花の身体を包み込む。

「周くんはさ、仕事……好き？」

　先ほど周によって閉じられた扉をもう一度開けてみたくて、軽くノックするような質問をした。しばし沈黙が続いたが、小さな溜息のような吐息が聞こえてきた後に、彼が口を開く。

「好きだよ。芝居は楽しい。違う自分になれるから、随分と気持ちは楽かな」

「それは……モデルよりもって意味で？」

　何も考えずにそう聞くと、周の腕の力が少し強まる。

「……随分と突っ込んで聞いてくるね」

「ご、ごめんなさい。ただ……周くんはモデルから俳優に転身したじゃない？　それが怖くなかったのかなって思って」

　まずい、質問が図々し過ぎただろうかと慌てて謝った。興味があったからと言って、距離を性急に詰め過ぎてもいけない。あまりいい印象は抱かれないだろう。

「えっと、今の質問取り消し！　答えなくていいし、気にしないでいいから」

　周の上から身を起こして両手を振ってそう訴える。まだ挽回できるのであれば、したくて取り消しを図った。

　すると、周はニコリと微笑む。

「その質問の答えは、もうちょっと仲良くなってからにしようかな。俺の秘密にかかわることでもあるからね」

「うん。分かった」

「でも、嬉しいよ。瑚花がそんなに俺に興味を持ってくれて。俺、どうかな？　今のところお見合い相手としては合格？」

「周くんを不合格にする人なんているの？」

「俺の本性を知ったら、逃げたくなるかもよ？」

　その茶化すような言葉に、瑚花は酷く驚き怯えた。

　本性を知ったら逃げたくなるのはきっと周の方だ。元カレの小沼だって、瑚花の隠された秘密を知った途端に手のひらを返したようにつれなくなった。

「それは私も同じだよ。周くんだって……私を知ったら逃げ出すかも」

　小沼に結構な言葉で罵られ馬鹿にされたのを思い出す。あのときは辛くて、自分は普通じゃないと見られることに絶望したけれど、また同じ思いをするのだろうか。

　瑚花の心に一点の黒い滲みのようなものができる。

　でも、それを払拭するために今回、このお見合いに申し込んだのだ。過去を思い返してうじうじするのはもうおしまいにして、先に進むために。

「瑚花にも秘密があるの？」

「秘密がない人なんていないよ。何かしら抱えてて、それを知られたらどう思われるかってビクビクしている。でも、そういう自分を偽るにも疲れるって言うか……」

「辛い？」

「……そうだね。凄く不安で辛くなる」

「……分かるよ」

　そう同調してくれる彼の目は優しかった。ただ瑚花に寄り添うための嘘だとしても嬉しい。ずっと瑚花が抱えていた懊悩の断片を理解してもらえたようで、泣きたくなるほどに嬉しかった。鼻の頭がツンと痛い。

『お題クリアです。次のお題に移ります』

　アナウンスが流れて、そっと瑚花は涙を呑み込む。次は『頬にキスをする』だった。

「周くん。私から先にしてもいい？」

　気持ちが高揚しているのか、もっと積極的になりたいという気持ちが込み上げてきた。ずっと周に促されてきたけど、自分から動かなくてはと思い始めたのだ。

「うん」

　周が快く頷いてくれたので、少し恥ずかしいけれどゆっくりと唇で頬に触れる。俳優相手にこんな大胆なことをしている現状が信じられないけれど、この非現実的な時間がとても楽しかった。

　まるで別人になったようだ。ドラマの中の世界に思える。

　次に出された『唇にキスをする』というお題も、瑚花からした。軽くチュッと触れる程度だったが、離れた後に周の方から再度近づいてきてキスをしてくる。

　ぴったりと唇同士を重ねて、最初は啄むように。何度も何度も。

「もっと深く……いい？」

　キスの合間に問われ、瑚花は小さく頷く。

　舌が入り込んできてびくりと肩を震わせたけれども、周は構わず歯列を舌で割り開いてきた。その隙間に入り込むように口内に潜り込んできた舌は、容赦なく瑚花を蹂躙する。舌の上を撫でられて、ゾクゾクと快楽がせり上がってきた。

「……ん……ぁっ」

　キスなんて何年ぶりだろう。久しぶりの感覚に、瑚花はビクビクと怯えながら受け入れた。

　どう受け入れていいかも忘れてしまった。この舌に応えていいのか、それとも控えめな態度を見せればいいのか。もしも、積極的に動いてしまったら、周をドン引きさせないだろうか。

　そんなネガティブな考えばかりが頭を過ぎる。

「……瑚花、肩の力を抜いて。大丈夫だよ」

　緊張しているのが丸わかりのようで、周が優しい声で囁いてくる。

　だが、そうは言われてもいくら力を抜こうとしたところで上手くいかずに、逆に力が入ってしまう。そんな瑚花を見かねてか、周の指が耳をくすぐってきた。

　こそばゆい感覚とその中に潜む気持ちよさに身体の力が抜けていく。声も先ほどよりも漏れ出てきて、周に上から覆いかぶさる形でキスをしていた瑚花の腕の力も抜けていった。

　上手く体勢が保持できなくて、しなだれかかるようになおもキスを続ける。周はまだ瑚花を離すつもりがないらしく、あますことなく口内を舌で撫でては、時折唇に吸い付く。

「……舌出して、瑚花」

　周の顔が上気している。頬が染まって艶のある顔で瑚花に命令をしてきた。声も心なしか、先ほどの人懐っこいものではなく、色めいている。

　遠慮がちにだが素直に舌を出すと、『可愛い』と嬉しそうに言ってそれを自分の舌に絡めてきた。瑚花自らが舌を出すことによって動きやすくなったのか、口づけは先ほどよりも激しいものになっていく。

　吸われて甘噛みされて、上顎を執拗に擦られて。加えていまだに耳への愛撫が止まずに、双方から瑚花を翻弄してくるので、何が何だかよく分からなくなっていった。

（……こんな激しいキス、初めて）

　どちらかと言うと、元カレは淡白だった。キスも舌は絡めても、ここまで情熱的に瑚花を求めてくるようなものは一切してこなかったし、瑚花もそういうものかと思っていたのだが、新たな扉を無理矢理抉じ開けられた気分だった。

　漫画とかでよく、ねっとりとヒーローにキスをされたヒロインが腰砕けになる場面を見るが、『キスひとつでこんなになるわけがない』と鼻で笑っていた。誇張しているのだと。

　けれども、周のキスは本当に腰が砕けそうで、自分があの漫画のヒロインになったような気分になる。ただ、自分が経験したことがないだけだったのだと、その身をもって思い知った。

　ようやく唇を離されたときにはもう息も絶え絶えで、頭が熱を孕んでいる状態だった。きっとだらしない顔をしているに違いないと、隠すように彼の隣に転がって手で覆う。

　あまりにもハードなキスだった。

「ごめん、瑚花。嫌だった？」

　心配して謝ってくる周に、無言で首を横に振る。ただこの感情を何と言い表していいか分からず、少し考えて一言『恥ずかしいだけ』と言った。

「可愛いね、瑚花。キスでそんなに照れるなんて」

「私の知っているキスじゃなかったもん。それに……そんなにお世辞とか言われても、何て返していいか分からないし」

　キスの最中も彼は『可愛い』と言っていた。雰囲気を盛り上げるためのリップサービスだろうが、そんなことを言われ慣れていない瑚花にとっては戸惑いしかない。

「今までの彼氏はこんなキス、しなかったんだ」

「う、うん……」

「真っ赤になってキスに応える瑚花を見て『可愛い』って言ったり、もっと蕩けさせてやろうってキスを激しくしたり」

「…………」

「もったいないね。上の部分を舐めるとビクビクって身体を震わせて必死にしがみ付いてきたりとか、舌を吸うと可愛い声を上げたりとか、耳を弄った途端に涙目になったりとか」

「あ、周くん！」

　先ほどの痴態を事細かに説明されて、さすがに居た堪れなくなった。自分が自覚している以上の醜態を晒していると知って、恥ずかしくて泣きそうになる。

　彼の言葉の一つ一つが卑猥で、瑚花をじわじわと追い詰めていっているようだ。どこか、意地の悪さが見え隠れしている。

「ごめんごめん。だって、瑚花が凄くいい反応を見せるから、ついつい虐めたくなっちゃって。でも、そんな瑚花が可愛いと思ったのも、元カレはもったいないことをしたって思ったのも本当。疑わないで。今は俳優の睦城周じゃなくて、ただの『周くん』だから。お世辞とかじゃない。本当に瑚花が可愛い」

　指の隙間から見える瑚花の目を覗くようにこちらに顔を寄せる周は、茶化すでもなく、本心だと訴えるように真摯な瞳で見つめてきた。

　『信じて』と言われればこの心は揺らぐ。けれどもすぐにそれに頷く自信もなくて、無言を返した。それでも彼は、気分を害した様子もなく瑚花の頭を労わるように撫でる。

「ねぇ、瑚花。何でこのお見合いに登録したの？　ＣＭやってる俺が聞くのも変な話だけど、他にもお見合いなんてたくさんあるのに、どうしてこれを選んだの？」

　酷く優しい声で聞かれて、瑚花は覆っていた手をゆっくりと降ろした。

「友達に誘われて……勢いで……」

　きっかけはそうだ。周が出ているＣＭで興味を持って、茉奈香に誘われたから試しに登録した。

「でも、本当は……」

「うん」

「……変えたかったのかも」

「自分を？」

「うん。荒療治みたいな？　いつまでも過去を引きずって生きて臆病なままでいるのが嫌だったから。だから、思い切って。……あとは周くんに触発されたって言うのもあるかな？」

「俺に？」

「うん。周くんがモデルから俳優に思い切って転身したように、私も新たな自分を作るにはそういう思い切りが必要かもって、ＣＭ見て思った」

　きっかけは些細なことだ。でも根底にある問題はずっと根深いもので、瑚花を捕らえ続けていた。いつかはそんな自分をやめたいと思っていたところに目に入ったＣＭは、驚くほどに新鮮で瑚花の興味をそそったのだ。

「その引きずってる過去は、元カレのこと？」

　頷いて答えると、周は小さく『そう』と言う。

「なら、俺がその元カレの思い出を塗りつぶしてあげる。瑚花の全部を俺で満たしてあげるよ」

「え？　えぇ!?」

　突然の宣言に戸惑いの声を上げると、彼は手を握り締めてきた。

「瑚花の身体と心を俺でいっぱいにする。元カレなんか、忘れちゃうくらいにね。そうしたら、瑚花は前を向けるようになるんじゃない？　それに俺との身体の相性、いいと思うんだよね。感じやすいし、虐められてヘロヘロになっちゃうところなんか、凄く俺の好み」

　ニヤリと意地悪そうな顔で言われて、瑚花は飛び上がる。

　この心も身体も周でいっぱいになって小沼を忘れられたら、もう過去の失敗を恐れずに前を向けるのだろうか。たしかにそのきっかけを掴めたらとは思ったが、まさか周がここまで乗り気になってくるとは思わずに戸惑った。

　けれども何故だろう。彼の言葉を聞いていると、自然と期待が高まってくる。

「そうなると俄然楽しみになって来たなぁ。どんなお題が出てくるんだろうね」

「あ、周くんは、どこまで許容範囲にしたの？　その……お題のボーダーライン」

「俺は全部ＯＫにしたよ？　瑚花は？」

「えぇ？　モニターなのにＯＫしたの？」

　ボーダーラインは細かに設定ができて、ハグで終わるものもあれば、キスや、触り合うだけで終わりなど、その人の限界に合わせられる。

　周の場合、モニターなのだから、最後までは設定していないだろうと思っていたが、まさか全部をＯＫにしていたとは。彼には驚かされてばかりだ。

「だって、ＡＩが俺と相性のいい人をわざわざ見つけてくれるんだよ？　どうせなら全部を体験してみたいじゃん。それで、運命の相手が見つかったらめっちゃラッキーだし、このお見合いの十分な宣伝になる」

「よく事務所がＯＫしてくれたね……」

「うちはそこまで厳しくないからね。それに昔とは違ってスキャンダルには世間は寛容になってきてるよ。今は政府も成婚率と出生率を上げるために躍起だからねぇ。どんな形であれ、男女が出会って運命の恋に落ちるのは、悪いことじゃない」

　そういうものだろうかと、最近忙しくて世情に疎くなってしまっている瑚花はその話に一応納得した。本人が大丈夫というのであれば、外野が過剰に心配する必要などないのだろう。

　次に出たお題は、『服の上からお互いの身体を触る』だった。

「服の上っていうのが、またいいね。――――焦らされてるみたいで、何となくエッチだ」

　周が楽しそうに笑う。迷いもなく『Ｙｅｓ』のボタンを押している姿を見て、瑚花もまた同じボタンを押した。

「今度は俺から触ってもいい？」

　瑚花は頷いた。

　ベッドに横たわった状態のままで、二人で向き合う。周の優しい目で見つめられると、ドキドキが止まらなかった。

　最初に彼が触れたのは腕だった。二の腕を擦るように何度も上下に動かして、じっくりと瑚花の様子を窺っている。

　それから滑るように肩に移動させて、身体のラインに沿って首筋へと向かって行く。

「…………っ」

　ただ、触られているだけなのに指の動きが不埒だ。二の腕は手のひらも使ってその手すべてで撫でてきていたのに、首筋はまるで肌をくすぐるように指先二本で攻めてくる。柔らかいフェザータッチで、肌の下の性感帯を暴くように。

　その絶妙な加減に、瑚花は小さく喘いだ。またぞくぞくと背筋を駆け上がるような快楽を得て、身体が火照っていく。

「このニットのワンピース、可愛いね。瑚花によく似合ってる」

　お気に入りのオフホワイトのワンピースは薄手のニットで、スカート部分にはプリーツが入っている。胸の下のところで切り返しがあるタイプで、可愛らしいしスタイルをよく見せてくれるので、ここぞというときに好んで着ている。

　哀しいことにここ数年そういう『ここぞというとき』が訪れなかったので、気分が沈んだ休日などに気分転換に着ていたが、元モデルの周に褒められるなんて思わなかった。これを選んでよかったと嬉しくなる。

「瑚花の綺麗なデコルテもよく見えるし、それに身体のラインも綺麗に出ているね。スタイルいいね」

「そ、そうかな？」

「うん。こんなこと言って嫌な思いをしたらごめんね。エッチだね、瑚花の身体」

「エッチ!?」

　初めて言われた言葉に驚いた。本気で言っているのだろうかと疑わしく思いながらも、己の身体を見下ろす。

　胸はたしかに大きい方だとは思う。Ｅカップなので、せり出したそこがそう見せているのだろうか。その大きさのせいで何かと着る服を選ぶので、あまりこの大きさで嬉しかった覚えがないのだが。

　それでも周がそう言ってくれるのであれば、ここは好意的に受け取るべきなのだろう。

「ごめん、そういうの言われるの嫌だった？」

「ううん。モデルやっていた人にそんなこと言われて驚いただけ。そんなこと言われたこともなかったから」

「そう？　いい女だよ、瑚花は。魅力的だし、めちゃくちゃそそられる」

　カッと頬に火が灯ったように赤くなった。周の言葉が先ほどよりも遠慮のないものになっていて、瑚花の小さなキャパシティでは受け止めきれない。

　今まで言われたことのない言葉ばかりを注いでくれる周には、一切茶化す様子も見られない。本気で言っていると言ってはいたが、それをどこまでまともに受け取っていいのか分からない。

　睦城周という男をいまだに掴みかねていた。

「瑚花はどう？　俺にそそられる？」

「……えっと、そそられるとかまだ分かんないけど、でも、……周くんとこうやっていると、ずっと胸がドキドキして止まらない」

　それはこのシチュエーションに酔っているのか、それとも彼自身になのか判断がつかないが、確実に言えるのは周と一緒にいるのは嫌でないということだ。

　緊張してガチガチになっている瑚花をリードしてくれている姿に、年下なのに頼もしさを感じた。それに、大胆な発言に驚かされはするが瑚花を気遣う姿勢や、彼の言葉の端々に信念のようなものが見えて、自分にはない自信も好ましい。

「じゃあ、俺を触って、もっとドキドキして」

　この優しい瞳も好きだ。

　テレビや雑誌で知る彼とは違う、本当の周。彼をもっと知りたい。

　目の前のしっかりとした生地の黒のカットソーに手を伸ばす。

　先ほども抱き締められたときに感じたが、周の胸板は厚い。触らないと分からない、脱がないと知れない彼の身体。

　胸だけじゃなく、あの雑誌で見たシックスパックがある腹にも手を伸ばす。瑚花のお腹みたいにプニプニしていなくて、そこに確かに筋肉があるのを感じられて感動した。何度も指で押してはその感触を味わう。

「そこ、気に入ったの？」

「うん。自分にはない感触」

「へぇ……じゃあ俺も自分にはない感触を味あわせてもらおうかな」

「……ひゃっ」

　瑚花は手の感触にビクリと肩を震わせた。

　同じようにと彼が手を伸ばしてきたのは、ふくよかな胸だった。ニットの上から包むように触れられた手は、その弾力を楽しむようにフニフニと軽く押してくる。

「柔らかい」

　周が楽しそうに言う。そんなに力は強くはないが、彼の熱い手が小さく動くたびに意識して身体が熱くなっていく。やわやわと揉む手は、徐々にその動きを大きくしていく。

　胸を下から持ち上げるように揉まれたり、左右から寄せられるようにされたり。彼の手によって形を変えていく胸を見下ろす瑚花は、周の腹筋どころではなくなって彼の腕に縋りつく。

　感度が上がって来たのか、ブラジャーの下で、乳首が硬くしこってきている。揉み上げられるたびにブラジャーが擦れるので感じてしまい、声が漏れ出そうになって唇を噛み締めた。

　それを知ってか知らずか、服の上から指で乳首を弾いてくる、どこに乳首があるかなんて隠れて見えないはずなのに、的確にその場所を当てて指で弾くのだ。それだけ乳首が勃ち上がってしまっているのだろう。

「……ぁ……ふぅ……ンんっ」

　直接的ではない刺激は、鈍いながらも確実に瑚花を甘く責めてくる。服一つ脱いでいないのに、指先一つでこんなにも感じてしまうなんてはしたないが、感じるのを止められない。

「ココ、弄られるの好き？」

　周が耳元で囁く。素直に首を縦に振った。

　自分でするときも、胸は積極的に触っていた。乳首を摘まんだり引っ張ったりと、痛みを少し感じるくらいに虐めるのが好きでよく弄っていたが、周のその指の動きはそれに近い。

　いや、それよりもじれったい動きで虐めてくるものだから、気分的にも盛り上がってきていた。

　先ほども、瑚花を虐めてヘロヘロになるところがいいと言っていたのを考えると、彼は少しＳっ気が入っているのだろう。徐々に乱れていく姿をつぶさに見ては、その目に歓喜の色を灯している。

　そして、瑚花もそういう責められ方は、嫌ではなかった。

「ほら、瑚花もちゃんと触ってくれないと、お題クリアにならないんじゃない？」

「……だ、だって……周くんが……ぁ……ンぁっ……ぁっ」

　そうやって意地悪く触るから、周を触るどころの話ではなくなっているのに。それを分かっているくせに、彼の片方の手は太腿へと向かって下りていく。

　タイツを穿いているため剥き出しではないものの、伝わってくる手の感触は素肌のそれと近い。スカートの中に潜り込むように太腿を擦り、指先で内側をくすぐってくる。

　そうなるといよいよ周を触るどころの話はなくなって、ぎゅっと目を閉じた。このまま、股の間を触られてしまったら、もうすでに濡れてしまっているのがバレてしまう。あぁ、どうしようと狼狽えて、これ以上手が入り込まないように足を閉じた。

　だが、その前にお題クリアのアナウンスが流れて、彼の手は潔く離れていく。

「お題クリアだって。残念。もっと瑚花に触ってほしかったのに」

　離れていく熱を惜しむように、彼の手を目で追う。実際に触っていたのは周だけで、瑚花は最初だけしか触れなかった。後は、彼の手に翻弄されてそれを受け取ることで精一杯になっていただけだ。

　けれども周は楽しそうだった。残念だと口で言いながらも、まったくそうは見えない。

「次……は、『互いの服を脱がせ合う』……」

　モニターに映されたお題を確認して、瑚花はここで迷いを持った。

　周の服を脱がせるのは少し恥ずかしいけれどまだいいとして、自分の服を脱がせられるのは恥ずかしい。自分で脱ぐなら何とかできるが、周手ずからと考えただけで悲鳴が上がりそうになった。

　どうしようかとモニターを見ながら悩む。

「脱ぐのは抵抗ある？」

　冷や汗を掻く瑚花の顔を覗き込みながら、周が聞いてくる。それに、小さく頷いて『少し』と答えた。

「へ、部屋を暗くとか、できないかな？」

　それくらいなら何とかこの羞恥心は薄らぐのではないかと思ってモニターのＡＩに向けて話してみたが、部屋を暗くされるとお題をクリアできたかどうかの判別がしづらいので、ダメだという答えが無機質な声で返ってきた。それに落胆し、またどうしたものかと考えあぐねる。

「じゃあさ、全裸になる必要はある？　下着なしの服だけでもＯＫ？」

　周がそう問い直すと、ＡＩはそれに対してはＯＫを出した。

「お互いの服だけ脱がせる。これならどう？」

　そう提案をされて、瑚花は了承する。それならばどうにか大丈夫そうだと、『Ｙｅｓ』ボタンを押した。

「お先にどうぞ」

　両手を広げて、好きにしてくれと言ってくる。意を決して黒のカットソーの裾に手をかけて、ゆっくりと上へとたくし上げた。服の下から先ほど指先で感触を味わった腹筋が覗く。昔雑誌で見たそのままのシックスパックがそこにあって、とんでもないことをしている気持ちになってドキリとした。

　そのまま一気にカットソーを頭から引き抜き、周のゆるくパーマのかかった柔らかそうな髪の毛が揺れる。ハニーブラウンに染められたそれは、彼にとてもよく似合っていた。

「瑚花……下も……」

　わざわざ身を屈めて耳元で言ってくるのだからずるい。その声には抗えずに、彼のジーンズのボタンへと手を伸ばして外す。ジジジ……とジッパーの音がやけに大きく聞こえてきて、緊張が高まる。少し前が膨らんだボクサーパンツが見えてきて、いよいよもって恥ずかしくなった瑚花は薄目にして一気にジッパーを引き下ろした。そして、勢いをつけてズボンを足から引っこ抜いた。やけくそになっているのかもしれない。

「大胆」

　瑚花のやけくそっぷりがツボにはまったようで、周は笑っていた。噛み殺すように笑うので声を上げたりはしていないが、酷く楽しそうだ。こちらは一つ一つのお題に必死なのに、この余裕の差が哀しい。経験値の違いというものだろうか。

　次は瑚花が脱がされる番だと、下着一枚になった周が近づいてくる。ニットワンピースの下は、キャミソールとタイツだ。そこまで肌を晒すわけではないが、周の手がワンピースに触れたときゴクリと息を呑んだ。

　太腿のラインに沿いながら指先をスカートの中に侵入させてくる。彼の行動一つ一つにエロスを感じてしまい、愛撫されているような気分になる。そのまま腰まで手を滑らせて、それにつられるようにワンピースがたくし上げられた。

　頭から引き抜くとき、髪の毛が崩れないように、気を付けながらゆっくりとしてくれる。そういうちょっとしたところに気遣いを感じる。

　けれども、ワンピースを脱がせてくれてこれでお題はクリアかと安心した瑚花に、彼はとんでもないことを言ってきた。

「残りは瑚花が脱いでみせてよ」

「え？」

「ほら、タイツとか破くと怖いし。ね？」

　タイツはストッキングとは違ってそう簡単には破れないと言ったが、周は譲るつもりはないらしく、『破くと悪いから。ね？』と何が何でも瑚花に脱がせようとした。

　周自身に脱がせられるよりはいいのかと考えたが、観察するようにじっくりとこちらを見てくる周の視線が気になって仕方がない。

「瑚花。脱いで、俺に見せて」

　でも、彼が有無を言わさないような強い口調と視線で命令をしてくるものだから、結局首を横には振れなかった。

　タイツに手をかけて、下着が脱げないように腰から擦り下ろす。

　周の方へ視線を向けられなかった。どんな顔でこのストリップショーまがいのものを見られているのか、意識はしたくない。

　タイツを足から引き抜くと、次にキャミソールの番だ。これもあまり時間をかけないように素早く脱ぐ。下着姿になった瑚花は、下腹部と胸を腕で隠して真っ赤に染まった顔を俯かせた。

「顔が真っ赤。これからもっとエロいことするかもしれないのに、大丈夫？」

「だ、大丈夫だよ。ただ、初対面の人に下着姿見られるのはどんな状況だって恥ずかしいって言うか……」

　エロいことをするのは織り込み済みではあるが、それでも湧き出る羞恥はどうしようもない。それにこんなに見られては、誰だって恥ずかしく感じるものだ。

「本当、恥ずかしがる瑚花は可愛い。もっと虐めたくなっちゃう」

「……周くんってそういう趣味の人なの？」

「ん～……どうかな？　でも瑚花を見ていると虐めたくなっちゃうし、可愛くて仕方がないなぁ。俺の加虐心をそそるんだろうね。自分の新たな一面、発見って感じ」

　そんな周の秘められた部分を刺激するようなことをした覚えはないのだが、どうやら何かに目覚めてしまったらしい。このまま彼に虐められてしまうのだろうかとドキドキしたが、このドキドキは不安や嫌悪からくるものではないと瑚花はもう知っていた。

　もともと、Ｍの気はあると知っている。

　だから、先ほどから周に言葉で攻められても焦らされても、驚くほどに興奮している自分がいるのだ。身体もいつもより敏感になっているのが分かる。

「楽しいよ、新しい自分が見つかるのは。瑚花も恐れないで、この状況に身を任せてみなよ」

　臆病な瑚花を誘うような彼の言葉が、この心を刺激する。『恐れないで』と自分にも言い聞かせるように頭の中で反芻し、次のお題も迷わずにボタンを押した。

　ちょっとした爽快感が胸に灯る。

「瑚花の一番感じるところ、教えて？」

　『相手の性感帯を直接触る』というお題に、周がさっそく動き出す。身を乗り出して観察するような視線は、こちらが嘘を言っていないか確認するためだ。

　一番感じるところ、と聞かれて瑚花は考えあぐねた。一般的に感じやすい乳首も秘所も感じるが、一番を決めろと言われると難しい。

「そうだな……たとえば、自分でオナニーするとき、どこを触る？」

　そう直接的な言葉で聞かれて、頬を赤らめた。けれどもそれならば答えは簡単だ。

「…………胸と……アソコ……」

「あぁ、さっきもニット越しに触られて気持ちよさそうだったもんね……胸。じゃあ、この柔らかそうな胸を触ってもいい？」

　コクリと頷く。すると、周は瑚花の後ろに移動してきて、足の間に挟み込むような形で後ろから抱き締めてきた。彼の息遣いが耳元で聞こえてくる。

　ブラジャーのカップのラインを指先でなぞり、どこから攻めようかと企むように焦らすその動きにゾクゾクとした疼きが背中を走った。これからお前の身体を暴くぞと、見せつけられているような気分になる。

　その光景がやけに淫靡に見えて、瑚花は思わず目をつむってしまう。けれども、周の命令がすかさず飛んできた。

「だめだよ、目を閉じちゃ。ちゃんと俺に触られているところ、見ててよ」

　そんなの恥ずかしい。恥ずかしいけれども、周の声には逆らえずに、薄っすらと目を開けた。『いい子』と、子供をあやすように周がつむじにキスをしてくる。

　右手の人差し指と中指がカップの中に入ってきて、乳房の感触を確かめるようにフニフニと押す。ブラジャーと乳房の間の狭い空間で動くので指が柔肉に深く入り込んできて、周の感触をより強く感じる羽目になって、無意識にぎゅっと手を握り締めた。

　二本の指が乳首の周りを撫でる。

「……ふっ……ぁっ」

　ビクビクと肩が震えて、小さく喘いだ。

　先ほど服の上から揉まれて既に勃ち上がってしまっている乳首の先を、二本の指で挟み込むようにして擦りつけられれば、もう声を我慢することが難しくなった。

　周のあの長い指が、乳首の頂の側面と乳輪を同時に虐めてくる。左の胸も同じような動きで攻められ始めて、瑚花は切なくなった下腹部のもどかしさを解消するように足を動かした。

　久しぶりに自分以外の手が胸に触れている。自分の思い通りにならない動きや加減、容赦ない焦らしっぷりに頭の中が沸騰しそうになる。カップの中に隠れて、彼の指がどんな風に動いているのか見えず、感触だけで知るしかない状況も瑚花の気分を高めた。

　乳首の先が指で強く摘ままれて、弾かれる。

「ひぅっ……！　あっ……ダメ……っ……あぁ……」

　指先で押し潰しては、痛さを感じる前に弾く。それを何度も繰り返されたのちに、熟れた乳首を労わるように撫でられた。それをされると、神経が剥き出しになったように敏感になり、より一層気持ちよくなってしまう。もうじっとはしていられずに、周の胸に後頭部を擦りつけて、彼の腕を掴んで助けを求めた。

「……はぅ……ン……ンんっ……あっ……そんな……そこ……いじめないで……あぁ……ひぃ……んぁ……あぁっ！」

　瑚花の胸をどう愛撫すればいいのかを心得ているような動きに、思わず根を上げた。けれども、周は容赦してくれそうになく、逆にその動きを大胆にしていく。ブラジャーを擦り下ろされてまろび出た胸を思い切り鷲掴んでまた虐め始めた。

「虐められるの、好きでしょ？　凄い感じてるし、乳首もビンビンになってる。俺に嘘はダメだよ。気持ちよかったらちゃんと言ってくれなきゃ。どう可愛がってあげたらいいか分からなくなっちゃうよ」

「……あ、周くんこそ……ひぃ……ンぁ……分からないとか……うそ、つかないでよぉ……」

　こんなにも的確に瑚花を攻めてきているのに、分からないはずがない。口で言わせようとしているのが見え見えで、言わせることで辱めようとしている。

「もしかして、こうやってされるの気持ちいいの？　ごめんね。瑚花が言ってくれないから、全然感じていないのかと思った」

「……あぁっ！　あ……ダメ……ひぁっン……あ……あぁっ！」

　搾るように乳首の先を引っ張られ、指先でこねくり回される。グリグリと押し潰されては指の腹で擦られて、腰がビクビクと震えるほどの刺激が襲ってきた。

　下腹部が燃えるように熱い。その熱を発散するように秘所から愛液がとろりと滲み出てきた。脚を動かすたびに濡れた感触がする。

「聞こえてきたよ……凄くいやらしい音。胸を触っているだけなのに濡れちゃったの？」

「……ンんっ……ぁ……」

「瑚花」

「ひぁっ……あぁ……っ！　……ふぅ……ンっ……濡れ……ちゃった……」

「いい子」

　ちゃんと口で言えと強めに乳首を摘ままれて、瑚花はついつい自分の痴態を口にした。周に『いい子』と言われてしまうと、キュンと胸が締め付けられて嬉しくなる。飴と鞭を上手く使われて、周の言葉に慣らされているような気がした。

「あぁ……めっちゃ可愛い……」

　熱い吐息と共に吐き出された言葉は、切羽詰まったように聞こえてきた。瑚花を愛撫しながらも、彼も興奮しているのだろうか。肩口に顔を埋めて息を荒げる横顔をちらりと窺い見て、そっと手を下に伸ばした。

　手首の辺りに触れる熱い塊。触ってしまった、と自分の積極的な行動に驚いて手を引っ込めようとしたが、その前に周に掴まれてしまう。

「いいよ……俺のも触って」

　熱杭を手に押し当てられて、瑚花はその熱さにドキドキした。

　指でゆっくりと撫で上げ、その形を追っていく。

　凄く熱くて、指が滑るとビクビクと震える。下着の上からでも硬くて大きいことが分かった。

　はぁ……と艶めいた息が聞こえてきて、周が気持ちよくなっていることを知る。

　もっと触ったら気持ちよくなってくれるだろうかと、手のひらも当てて擦り始めた。直接目で確認はできていないが、思った以上に周のソコは雄々しくそそり立っている。

　あぁ、自分でも彼をこんなにも興奮させることができるのだと、嬉しくなった。

「……お題は『直接触る』だよ、瑚花」

　そう言われて、瑚花は躊躇いがちにボクサーパンツのゴムの部分に指をかけ、ゆっくりと中に滑らせる。直接それに触れて、その硬さや大きさを直接その手で感じながら、また擦り始めた。

　瑚花が触っている間も胸を弄る周の手はそのままだが、少し攻めが緩んだような気がする。こちらからの愛撫に気がいっている部分もあるのだろう。今までいいようにしてやられた分、周をもっと気持ちよくしようと耳元で聞こえてくる彼の息遣いを感じながら手を動かした。

　息を詰めて少し喘げばこうすると気持ちよくなるのだとか、ここはそうでもないらしいとか。吐息と、それに屹立の脈打つ感じや膨張で何となく読み取れた。周に余裕がなくなればなくなるほど懸命になる。

　ようやくコツが掴めてきていい感じだと思っていた頃に、突然周が瑚花の胸から手を離してスッと身を引いてきた。どうしたのかと後ろを振り返ると、頬を染めて悩ましい顔をした周がこちらを見下ろしている。

「これ以上したら我慢できなくなりそうだからここまで」

「あ……」

　瑚花もついつい乗り気になってしまっていたが、もうお題は十分にクリアできていると思い出す。このまま突っ走ってしまえばお題から逸脱して、このお見合いがＡＩによって強制的に終了する可能性だってあった。

　改めて我に返って、己の大胆さに驚いて周から慌てて手を離した。だんだんとこの雰囲気に呑み込まれて冷静さを失ってしまっているようだ。周はこんなにも冷静なのに。

　そのギャップに恥ずかしくなって肩を落とした。

「そんな残念そうな顔しないで。お題はまだまだあるみたいだから……ね？」

　そういう意味で落ち込んでいるわけではないのだが、と顔を上げてモニターを見ると、次は『どちらか一方の性感帯を舐める』とあった。

「舐め……る」

　ついつい声に出して読んでしまったが、次は手よりまた一歩進んで口での愛撫になるらしい。

　思わず先ほどまで触っていた周のソコをそっと見て、尻込みした。手で感じていた大きさよりも思った以上に大きかったのだ。あれを舐めるとなると凄く大変そうだ。

　瑚花自身、あまり口で奉仕するという経験がない。元カレの小沼は至って普通のセックスを好む人で、一方的に愛撫され、挿入されるだけで終わっていた。こういうねっとりとしたプレイは初めてで、どうすればいいのだろうと悩んだ。

　けれども、今回は周が先にやりたいと言い出したので、ホッと胸を撫で下ろす。

「俺もちょっと鎮めないとヤバそうだし」

　そう付け足すように言われて、お願いしますと頷いた。

　今度は向かい合うような形で座っていたところを後ろに押し倒されて、覆いかぶさられる形になる。周がこちらを見下ろして、にこやかな顔で聞いてきた。

「どこを舐めてほしい？」

「どこ!?」

　継続して言葉で辱める気満々のようで、また瑚花自身にそれを決めさせたいようだ。どこと聞かれればどこでもいいのだが、お題に性感帯とある以上快楽を感じやすい部分でなければならないのだろう。

　ならば……と、そっぽを向いて恥ずかしい気持ちを押し殺して、小さく告げた。

「…………む、胸を」

　聞こえるか聞こえないかの小さな声は、自分の精一杯だった。

　だが、周はそれでは満足できないらしく、『ん？』と聞き返してきた。

「はっきり言ってくれないと分からないなぁ。どこをどうしてほしいのか、俺の耳にしっかりと聞こえるように言って。こっちを向いてね」

　顎に手をかけられ、薬指で唇をゆっくりとなぞられる。ちゃんとこの口で言えるだろう？　と容赦ないほどに甘く攻めてくるのだ。曖昧な答えは許してくれないのだと知る。

「…………胸、を……な、舐めて……ほしい……」

　目線だけ周に向けて、ようやくその言葉を吐き出した。それを聞いた瞬間、彼があまりにもいい笑顔で喜ぶものだから、眩しさと恥ずかしさに耐えきれず両手で顔を覆う。

　結局この笑顔には敵わないのだ。どことなく強さのある声で命令する癖に、それにちゃんと従えればまるで子犬のような顔で喜ぶ。そんなギャップにやられていた。

「……はぁ……んン……あっ」

　ごちゃごちゃと考えているうちに周の愛撫は始まってしまい、ぬるりとした濡れた感触を胸に感じる。分厚くて大きな舌が、アイスクリームを舐めるようにべろりと乳首を大きく舐ってきた。

　顔を手で隠したままなので、喘ぎ声がくぐもる。熱い吐息が手の中に籠って熱いくらいだが、その様子を直視する余裕も、この余裕のない顔を見せる勇気もなかった。

　唾液のぬるぬるした感触が乳首をさらに敏感にする。まるで軟体動物のように動く舌は、その滑りを多分に利用して指とは違うねっとりとした愛撫をしてくる。

　それは、今まで一人で寂しさを埋めてきた瑚花にとってはできなかったもので、久しぶりの感覚に戸惑いを持った。

　きっと、今まで散々周に虐められてきたこともあるのだろう。けれども、それでもここまで胸の頂を攻められて快楽を得たことがなかった。

　口に含まれて、飴玉をしゃぶるように舌で転がされ、吸われて。その強い刺激にジンジンと甘い疼きを訴えるソコを労わるようにまたじっくりと舐められて。緩急のついた愛撫に、腰が揺れてビクビクと震えた。

「……あぁっ！　あっ……あぁっ……ダメ……つよすぎ……る……はぁっ……あぁっ！」

　じゅるると強く吸われると腰が浮いてしまい、身体を捩らせる。すると、周はそれを逃がさないようにと肩を押さえて、逃げようとした罰を与えるように歯で軽く噛んできた。

「……ひっ！　……んンっ」

　歯先でやわやわと甘噛みし、歯の硬さを知らしめるように動く。このまま痛みを伴うほどに強く噛まれてしまうかもしれないという恐怖が、瑚花を震えさせた。

　けれども、心のどこかで期待もしてしまっている。また虐めてもらえるのではないかと。

　肩に当たる力強い彼の手。身動きが取りづらいこの身体。そして容赦ない愛撫。

　この状況に瑚花は怯えながらも、酷く興奮していた。

（……あ……ダメ……このままじゃ……イっちゃう……）

　下腹部がキュンキュンと切なく啼いて、快楽がそこに集中していく。息が荒くなり、身体中の皮膚という皮膚が粟立って、周に与えられている快楽をさらに貪欲に追い求めていった。

「もしかして……もうイっちゃいそうになってる？」

　そんな瑚花の様子を察してか、周が頂から口を離し、意地悪そうな顔をして聞いてくる。敢えて聞いてくる彼の意地悪に反論する余裕もなく、首を縦に振った。

「いいよ……って言ってあげたいところだけど、お題クリアだって」

　ほら、と彼が指で示す先を見て、瑚花はウッと泣きそうになった。もう少しでイきそうだったのに、その寸前で止められてしまってはこの身体に籠った熱が暴れまわって切ない。

　周にどうにかしてほしいのに、彼はもうこれ以上触れるつもりはないらしく離れていった。ベッドに横たわり熱い吐息を吐きながら疼きを我慢する瑚花を見下ろして、楽しそうに微笑む。

「まだだよ、瑚花。これで満足してもらっちゃ困るからね」

　ゾクッとした。この人はとことんまで瑚花を追い詰めるつもりなのだろう。追い詰めて追い詰めて、そして暴くのだ。瑚花の中の女を。ずっと燻っていたものを。

　どうなってしまうのだろう。胸の中で様々な感情が複雑に絡み合って膨れ上がる。

「次は交代かぁ。どうする？　できる？」

　同じことを今度は瑚花が周にしろという課題を出され、彼は無理をしなくてもいいと言ってきた。その場合、『拒否』か『保留』かになる。瑚花は一瞬迷いを持ったが、それを承諾した。

　もしもこのまま本当に周が自分を変えてくれるのなら、突き進みたい。

　その気持ちが萎えないうちに瑚花は身体を起こして、周に近づいた。そして彼の身体を上から下まで見て、どこを愛撫すればいいのかと考える。

　考えつくのは……下着の中でいまだに熱を帯びたソコなのだが、本当にソコを舐めても大丈夫だろうかと、彼の顔を窺った。

「……どこがいい？　周くんは、どこが一番気持ちいいの？」

　先ほどの意趣返しのように、今度は瑚花が聞いた。すると、周はくすりと笑って聞き返す。

「どこだと思う？」

　質問に質問を返すなんてずるいと拗ねながら、瑚花は思い切って彼の下半身に手を伸ばした。

「……ここが気持ちよくない男の人……いないよ……ね？」

　上目遣いで遠慮がちに聞けば、彼は『そうだね』と答える。きっとここでいいのだろうと判断した瑚花は、ゆっくりと下着を下げて彼の屹立を露わにした。赤黒くて血管が浮き出ていて、見た目はかなり凶悪だ。

　目の前でそそり立つそれの大きさと逞しさに驚いた瑚花は、息を呑む。とりあえずは手で触れてゆっくりと上下に擦り、ビクビクと手の中で震える屹立に見入った。

「そんなにまじまじと観察されたら恥ずかしいよ」

「ご、ごめん……大きくてびっくりした」

　率直に言葉を伝えると、周は少し照れたような顔をする。それが可愛くて、何でもしてあげたい気持ちになる。

　周の気持ちよさそうな顔が見たい。彼を喜ばせるようなことをしたいと、その思いに誘われるように顔を寄せた。はらりと頬にかかる髪を耳にかけて、口を開く。

「……ン……っ」

　頭上から吐息のような小さく喘ぐ声が聞こえてきた。穂先を舌で舐めて、鈴口に舌先を這わせればそこからじんわりと先走りの汁が滲み出る。

　あまり自分から奉仕するということに慣れていないが、こんな稚拙な愛撫でも気持ちよくなってくれているんだと安堵した。塩気のある汁も舐めて、穂先を口の中に含める。

「……っ……無理、しなくもいいよ」

　瑚花を労わるように髪を撫でる。その手つきが優しくて、彼を目線だけで見上げると、眉根を寄せて頬を赤らめていた。

　無理はしてはいないと主張するように、さらに屹立を深く銜える。喉の奥に当たるほどに進めると、口の中がいっぱいになって苦しくなるが、鼻で懸命に息をしてどうにか根元まで呑み込んだ。

「……ふぅ……ンん……ぁ……」

　どこをどう動かすと気持ちいいのかは分からないけれども、舌も一緒に動かしながら懸命に頭を上下させる。唇で扱くようにすればいいのだとか、裏筋が気持ちいいのだとか、頭の中で数少ない情報を引き出した。

　本当にこれでいいのだろうか。そう不安になって彼の顔を見上げると、口の中の滾りがグンと質量を増してさらに硬くなる。

　さらに苦しくなって、眦に涙が浮かんだ。

「瑚花……そんな目で見られたら、もっと酷くしたくなる……」

　舌なめずりをするようにぺろりと唇を舐める彼を見て、瑚花もまた興奮してきた。もっと酷くされたって構わないと、身体の奥底から歓喜が沸き上がる。

　舌の動きを大きくして、ストロークも長くして。少し喉奥を狭めて穂先を引っかけるように扱くと、周の息がさらに荒くなった。

「……っぁ……いい……上手だよ」

　耳の後ろの髪の毛の中に指を通して、肌を擦ってくる。耳の後ろやうなじ、そして首筋、外耳。耳朶をフニフニと揉んだあとに、耳全体を指で擦り始めた。

　指が耳の穴を塞いで、ときどき音がくぐもる。ぐちゅぐちゅと唾液と屹立が擦れ合う音や、自分の息遣い、小さく喘ぐ声。それらすべてが自分の中で反響して大きく聞こえてきた。

　今、いかに卑猥な音を立てているのか、知らしめるように。

「……ンぁ……っ……んン……ふぅっ……ぁ」

　もっと気持ちよくなったらいいのに……このままイってくれたら……。

　そればかりを考えて口を動かした。瑚花も激しく動くたびに喘ぎ声が漏れる。

「……瑚花……このままじゃ口の中に出しちゃいそうだから……もう……」

　おしまいにしようと言われて、首を小さく横に振った。

「……いいよ、出して」

　出すなら出してほしい。

　そう願うのに、周は瑚花の顔を掴んでそれを引き留める。また、ちゃんとさせてもらえなかったと、不安そうな顔をすると彼は苦笑して瑚花の口にキスをしてきた。口の端に垂れていた唾液を舌で舐め取って。

「そんな顔しないで。瑚花に我慢させたのに、俺だけイかせてもらったら不公平でしょ？　それに……」

「……あっ」

「どうせイくなら、もうぐしょぐしょでトロトロなココで……ね？」

　下着の上から秘所に指を押し当てられ、くちゅ……といやらしい音が聞こえてきた。

（最後までしてくれるんだ……）

　彼の言葉に一喜一憂している自分がいる。周にまで拒まれたらどうしようと、内心怖くて仕方ないのかもしれない。

「あぁ～……お題をクリアしながらってゆっくりできるからいいかもって思ったけど、想像以上にじれったくなって理性が試されるなぁ……」

　周が互いの額を合わせて苦しそうに呟く。焦らされているのは瑚花も同じで、ついつい暴走してしまうのだから困ったものだ。興が乗ったときにそのまま突っ走れない。

　だが、逆にそれが理性を引き戻してちょうどいいのだろうか。

　これはあくまでお見合いで、お互いの相性を図るものなのだから、ある程度の冷静さも必要なのだ。

　頭ではそれが分かっていても、身体が熱く疼く。

　早く周とこの先に行きたい。そればかりで気持ちがいっぱいになって悩ましい吐息を吐いた。

「でも、きっとこれだけ焦らされたら、挿入いれたとき最高に気持ちいいんだろうね」

　周が甘く囁く。瑚花もそれにコクリと頷いた。

　けれども、次のお題を見た瞬間、瑚花の熱は一気に冷めていった。足の先まで冷え込むような感覚に陥って、一気に気持ち悪くなるほどの緊張が襲い掛かってくる。

「『道具を使って互いを責める』かぁ……。こういうのもあるんだね」

　周の言葉を聞きながら、ボックスの扉が自動で開いていくのを見る。奥からは四種類のいわゆるアダルトグッズが出てきて、それがことさら瑚花を追い詰めた。

　縄、バイブ、ローター、オナホ。そのいずれもが見ただけでどういう用途のものか分かるし、そういう道具を使って刺激を求めるものもよくあるのは知っていた。

　けれども、瑚花の脳裏に蘇る苦い記憶。

　思い出して苦しくなり、引け目を感じてしまう。

「どうする？　使ってみる？」

　周は乗り気だ。こういうことにも抵抗がないのだろう。

　彼ならば大丈夫かもしれないという予感はあった。きっとどんな瑚花でも、『大丈夫だよ』と言って、蔑んだりしないのだろうと。この場では嫌な顔をしないはずだ。彼は優しいから、あえて瑚花を傷つける行動を取るとは思えない。

　でも、その後は？

　もしも瑚花の姿を見て、内心引いていたら。もう二度と会いたくないと、気持ち悪い女だと思われてしまったら、その先はなくなるのだろう。

　いや、元々先などなかったのかもしれない。

　周はモニターとして、広告の一環でこのお見合いに参加しているに過ぎない。この後連絡先を交換して、お付き合いをしようだなんて思ってもいないのかもしれない。

　そう思ったら、ますます自分を見せるのが怖くなった。

　一度だけの出会いなら、もう二度と会わないならすべてを曝け出してもいいと思う人もいるだろう。でも、瑚花は一度だけならば、せめていい思い出として彼の中にとどまっておきたいと思う性格だ。

　周は新たな瑚花にすると言ってくれたけれども、そこまでの勇気が出なかった。一度怖気づいてしまった心は、立て直すのが難しかった。

「……ごめん、周くん。『保留』にさせて？」

　周の目が見られなかった。純粋な気持ちで『どうして？』と聞かれても、簡単には答えられない。

「そっか。じゃあ俺も保留にしておくね」

「ごめんね……」

「どうして謝るの？　嫌なものは嫌だって言っていいんだよ。そのための選択肢だし、そんな青い顔してる瑚花に無理強いはできないよ」

　そんなに顔に出ていたのかと、ハッとして自分の顔を触る。あまりの動揺を周に悟られてしまっていたようで、彼はその様子を見て慮ってくれた。その優しさがありがたい。

「でも、瑚花がそんなに顔を青褪めている理由は聞いてみたいな。あぁいうグッズに嫌な思い出でもあるの？」

　額にチュッとキスを落とされる。まるで冷え切った身体に熱を灯すようなそれは、凍えたこの心を溶かすように熱かった。

「嫌な思い出は……あるんだけど、無理矢理使われたからとかそういうのじゃなくて……その……」

　上手く言葉にできない。でも、言葉にしてもいけないと臆病な自分が歯止めをかける。

「あまり話したくない話題だから……ごめん」

「いいよ、分かった」

　深く追求してこずに、瑚花の身体を抱き寄せて自分の膝の上に乗せてきた周は、子どものようにニヤリと笑う。

「つまり、俺だけで気持ちよくなってくれるってことでしょ？　これはもうさらに張り切っていくしかないなぁ」

「こ、これ以上張り切らなくてもいいよ！」

　周にそう言われると、さらにいやらしいことをされて大変なことになりそうな予感しかしない。

　けれども、彼がそうやって話を切り返してくれたおかげで、沈んでいた心が浮上していった。場の雰囲気を壊さなくて済んだと安堵できた。出会ってからずっと彼の優しさに救われているような気がする。

　二人でお題を保留にした後に出されたお題は、いよいよ『挿入する』だった。とうとうここまでやってきてしまったと、気持ちが高まってきた。

　一度冷めた熱が徐々に戻ってきて、焦らしに焦らされた秘所が疼きを訴える。胸は散々弄られたが、そこはまだ指先が下着越しに触れただけだ。

　しとどに濡らして、もうこれでもかというくらいに準備ができているソコ。もしも挿入いれられてしまったら、どれほど感じてしまうのだろうかと想像して蜜を溢れさせた。

「大丈夫？」

　彼の気遣いに、今度は迷いなく頷いた。そして、形のいい耳に口を近づけて告げる。

「……あ、周くんの好きにしても……いいから。でも、久しぶりなの……ゆっくりしてほしい」

　先ほど保留にしてしまったお詫びではないが、彼の欲望を受け止める心づもりはできていると告げた。自分がどこまで彼を感じさせられるかは分からないけれど、それでもできることはしてあげたい。

「分かった。最初はじっくり優しくするね。……でも、俺、結構激しいのが好きだから、途中で止まれなくなっちゃうかも」

「いいよ。それでもいい」

「ありがとう。嫌になったり怖くなったら迷わずにセーフティーワード言って。約束」

　チュッと口づけられそのまま押し倒されると、周は唯一残っていた下着に手を伸ばして取り払う。何一つ身にまとわない裸になってしまった瑚花は、覆いかぶさってくる周の視線を避けて、どうにかその恥ずかしさを押し隠した。

　脚を広げられ、秘所を露わにされる。

「素直だね、瑚花の身体は。俺が触るだけでこんなに濡れてるし、それに……見てても、奥から愛液が溢れてくる。意識してる？　……視線だけで感じてる？」

　割れ目を指の腹で撫でて、愛液をすくったそれをぺろりと舐めた。その姿がやけに煽情的で、瑚花の欲をさらに煽ってこようとするのだ。

「……触ってほしい？」

　もう彼の中ではスイッチが入ってしまっているらしい。ドＳモードの周は、何でも口ではっきりと言わせたがる。

　けれども、瑚花は頷いて答えた。

「じゃあ、ちゃんと口で言って。どこを触ってほしいか」

　周に命令されたいのだと、自分の心に従ったのだ。

「……あそこ」

「あそこ、じゃ分からないよ。言って」

「……恥ずかしい」

「今からもっと恥ずかしいことするのにね」

　追い詰められる。ゾクゾクする。周がこうやって攻めれば攻めてくるほどに、それに比例するように瑚花も興奮しているのだ。

　ダメだダメだと頭では分かっているのに止まらない。どうしても抑えきれない欲望が溢れてくる。

　――――支配されたい、この人に。

　醜態を晒したくないと思うのに、周の言葉に従って彼を喜ばせたいという願望が瑚花の中でせめぎ合う。

　だが、少し上回ってしまった欲望を刺激するように、周が命令してくるのだ。

「じゃあ、自分で触ってほしいところを俺に見せて。ここだって……よく見えるようにだよ？　ちゃんと、どこまで触ればいいか、分かるように」

　言えないなら行動で示せ、と。

　ドキドキしながら下肢に手を伸ばした。

　指先が震えて息が浅くなり、自分が自分でなくなるような感覚がする。何かに操られているような、どこか夢うつつのような。

　自分でそこに触れたとき、とても熱くて濡れていて驚いた。だが、その熱に促されるがままに淫らな唇を指で割り開き、奥まで見えるようにする。

　恥ずかしくて死んでしまいそうだった。周の視線がそこに注がれていると思うだけで、悲鳴を上げて逃げ出したくなる。何てはしたないことをしてしまっているのだろうと。

「そっか、そこを触ってほしいんだ。ちゃんとできて偉いね、瑚花。ご褒美にいっぱい可愛がってあげるね」

　でも、周が喜ぶから。素直に彼の言葉に応じると、褒めてくれるから。まるで媚薬のように瑚花の身体と心を高揚させていくのだ。

「……ひぁっ！　……あぁ……ふぁ……ンんっ……ひぃ……ぁっ……あぁっ！」

　その言葉通り、周はたくさんソコを可愛がった。

　最初は指でくすぐるように開かれた媚肉の淵を撫で、次に陰核の包皮を剝いたと思ったらそこに顔を埋めた。

　舌先で陰核を細やかな動きで舐めながら、秘所に指を二本差し入れてくる。

　突如として一気にやってきた快楽に指が震えて、陰唇から指が離れそうになったところを周がすかさず叱咤してくる。

「ちゃんと開いてくれなきゃ、可愛がってあげられないよ」

　そう言われて、どうにか指が離れるのを耐えて懸命に開いた。

　次から次へと溢れてくる愛液を舐め取り、それをさらに出せと言わんばかりに指が膣壁を擦り上げる。じゅるじゅるといやらしい音を立ててすすられていると、まるで自分の身体が周によってとことんまで味わい尽くされているような気分になってきた。

「舐めても舐めても出てくる」

「……だって……周くんが気持ちよくするから……」

　だから、こんなにも身体が素直に反応してしまうのだと、熱に浮かされたような声を上げる。もう、自分ではこの昂りをコントロールできないのだと。

「気持ちいいのはいいことだよ。もっともっと、気持ちよくなって」

「……ひぁっンっ！」

　指がもう一本追加されて、奥深くまで差し込まれた。彼の長い指が瑚花の隘路を穿ち、胎の奥を暴く。

　いつも自分でしているときには届かない場所を指で撫でられて、瑚花はついつい指を離して身体を捩らせた。

　指を激しく出し入れされて、電流が流れたように腰がビクビクとはねる。激しい攻めから逃げるようにそのまま腰を捻らせると、周が太腿を掴んで動けないようにしてきた。

「逃げちゃダーメ」

「……あぁっ……あまねく……はげし……はげしいよぉ……あぁっ！」

「離しちゃダメだって言ったのに離しちゃったしね。これはもう……お仕置きかな？」

　爽やかな顔で放たれる不穏な言葉に、瑚花は『ひえっ』と心の中で悲鳴を上げながらこれ以上逃げないように努めた。

　けれども、勝手に身体はビクビクと痙攣してしまうし、周の指が瑚花のいいところを執拗に責めてくるので、もう脳が快楽物質に浸されてまともに考えられない。喘ぐ声の合間に出す言葉も、自分で何を言っているか分からないくらいになっているのに、さらに周が瑚花に追い打ちをかける。

　言葉の通り、お仕置きをしてきたのだ。

「……あっ……あっ……ンぁ……ひぃっ……んン……あぁ……あぁ……！」

　秘所の中でも特に感じる箇所、いわゆるＧスポットに指の腹を添えて細かく動かし始めた。先ほどのように抜き差しするような動きではなく、指を押し付けて指を震わせるような動きで攻めてくるのだ。

　それは大きく動かされるよりも重点的な愛撫で、狂おしいほどに感じてしまう。

「そんなに締め付けたら指が動かせないよ」

　指をきゅうきゅうと締め上げて貪欲に銜えこむ秘所を、恍惚とした顔で見ている周はさらに指の動きを強くした。

　目の前が明滅して子宮が切なくなる。

「あぁ……いいね。かなり中がヒクついてきた」

「……あぁ……イっちゃう……あまねくん……わたし、このままじゃ……イっちゃうっ」

「いいよ。思いっきりイきなよ。見ててあげる」

「見てるって……あっひ……っ……そんなぁ……あぁっ！」

　恥ずかしい。見られている。あの綺麗な瞳に、つぶさに余すことなくこの痴態を。

　その視線を意識してしまい、ますます瑚花の身体は熱くなっていく。もうイきたい、この胎の中に溜まりに溜まった快楽の塊をどうにかしてほしいと子宮が啼くのだ。

　絶頂はもう目前だった。

「――――イって、瑚花」

「……あぁ……あっ……あぁ――――！」

　悲鳴のような声を上げて、瑚花はとうとう絶頂を迎えた。今まで焦らしに焦らされた分深いもので、頭の中が真っ白になってしまうほどの悦楽。

「……あ……あぁ……」

　腰がガクガクと震えて止まらず、絶頂の余韻はどこまでも瑚花を苛み続けた。壊れたおもちゃのようにか細く喘ぐ声が止まらず、肌がビリビリとして辛い。周がそんな瑚花を労わるように太腿を撫でたが、それすらも敏感過ぎる肌には強い刺激だった。

「凄く可愛い」

「……ンぁ」

　内腿にちゅう……とキスをされて、小さく喘ぐ。

「今ならどこを触ってもイっちゃいそうだね」

　もしかすると、太腿を弄られても達してしまうかもしれない。そう自分でも思うほどに、今の瑚花は全身が性感帯になってしまったかのように敏感になっていた。

　けれども、そんな瑚花の身体から手を離し、ベッドの上を移動する。何かを取った後に戻ってきた彼の手には、避妊具があった。

「俺ももう、気持ちよくなりたい」

「……ま、まって……私……今イったばかりで……」

　そう言っている間に、避妊具の袋は破かれて、彼の屹立に被せられていく。それがくるくると根元まで装着されていく様子から目を離せずにいると、着け終えた周が腰を掴んで押し当ててきた。

「大丈夫だよ、瑚花。これから何度でもイかせてあげるから。一緒に気持ちよくなろ？」

「……あまねくん……まって、まってまって……あっ！　あぁっ！」

　瑚花の制止も聞かずに周の穂先は秘所に潜り込み、愛液の滑りをかりて入ってきた。身体の中に物凄い質量のものが侵入し、奥へ奥へと突き進んでいく。

　絶頂を味わったばかりの膣壁は、その擦られる刺激を敏感に受け取り蠢いては周の屹立を締め付けた。瑚花自身も、彼の形が分かるほどに自分のそこが狭くなっているのが分かる。

「あぁ……もしかして瑚花、挿入いれられただけでイっちゃった？　凄いよ……きつくて食いちぎられそう」

「……あ……あ……ぁ……っ……まってって……ひっ……ぃ……言ったのにぃ」

「うん。ごめんね。でも、俺も……もう限界」

「ひぁんっ！」

　腰を一度軽く引かれたかと思ったら、一気に根元まで打ち付けてきた。奥まで犯されて、瑚花はまた軽く絶頂を迎える。ビクビクと身体を震わせて、その衝撃に空気を求めて喘いだ。

　お腹を突き破られるかと思うくらいに奥を抉られ、もうこれ以上は呑み込めないと思うほどの質量の熱杭を打ち込まれて、瑚花は乱れに乱れる。

　最初はゆっくりだった律動が徐々に速さを増してきた。久方ぶりに開かれた瑚花の隘路を容赦なく擦り、周の形に変えられていく。

　向かい合って挿入いれられていた体勢も、いつの間にか横から攻められるものに変わり、抉ってくる角度もそのたびに違っていた。片足を肩に担がれ、屹立を打ち込まれるとさらに深いところまで穿ってくる。そしてその体勢でぐりぐりと腰を動かされると、またイってしまって、目にじんわりと涙が浮かんできた。

　もう何度イったのだろう。自分がこんなに感じやすい身体だったなんて知らなかった。まさか挿入いれられただけでイってしまうだなんて、初めてのことだ。

　周が腰を打ち込むたびに、彼に支配されていっているような気がする。快楽で思考を奪われ、その覚束ない頭に叩き込まれるのだ。

　目の前の男に溺れろと。

　心も身体も。そのすべてを持って、周に差し出せと言われているみたいだ。他のことは考えられないほどに、ただ周だけを見て夢中になって。

　瑚花をずっと捕らえ続けている過去など、掻き消してしまうほどに激しく愛される。

「あっあっ……はぁ……ン……ぁ……」

「気持ちいい？」

「……ひぁっ……あぁ……きもち、いいよ……ふぅ……ンぁ……あまね、くんは？」

「よかった。俺も凄く気持ちいいよ、瑚花の中。俺のを懸命に銜えて、きつくしてさ。奥突かれて何度もイって……こんなにいやらしい顔して……本当に可愛いなぁ」

　周の艶のある声が聞こえてくる。息を弾ませて、欲に濡れていて。

　でも、今彼はどんな顔をしているのだろう。こんなよがる瑚花を見て、幻滅したりはしていないのだろうかと不安になった。その顔の奥に、侮蔑が含まれていたら？　とゾクリとする。

　薄目を開けて、瑚花は彼の顔を見やった。

　けれどもそこにいたのは、性の衝動に突き動かされた獣だった。目が合った瑚花を熱く見つめて、ニヤリと笑う。腰をいやらしく動かして、手を伸ばして胸を鷲掴みまた激しく攻め込んでくる。

　ただ、瑚花を食らい尽くしてしまうことしか考えていない。こちらの痴態すらも美味しいとばかりにうっとりとした目で見つめ、頬を上気させて汗を滴らせる。

「ひぁっ……あぁっ！　あっあぁ……はげし……」

　肩に担いでいた足を下ろしてまた正常位に戻った周は、今度は瑚花の腰をしっかりと抱え込んで、上から腰を打ち込んできた。パンっパンっ……と肉体同士がぶつかる音が部屋の中に響く。

　ゾワゾワとしたものが背中を駆け上がり、また絶頂が近くなる。

「瑚花……」

　熱い吐息と共に名前を呼んできた周は、だらしなく開いた瑚花の口を塞ぐ。

　それは、彼の身体の中で荒れ狂うほどに滾った熱をぶつけられるようなキスで、互いの吐息も唾液もすべてが混ざり合う。

　二人のすべてが繋がる。

　――――あぁ、このまま心も繋がってしまえれば、幸せなのに。

「あぅ……は……っぁ……あ……あっ…………あぁっ！」

　そう思った瞬間に、ブワっと熱いものが胸の奥から溢れてきて、身体中がさらに敏感になっていった。気持ちよさが止まらない。もうこれ以上のものはないと思っていたのに、さらに深い絶頂がやってくる予感がした。

「……あまね……くん……わたし……イっちゃ……う……っ」

「……俺もイきそう……イって、瑚花……そのまま一緒に気持ちよくなろ？」

　一緒に……そうだ、セックスって一緒に気持ちよくなるものなんだ。

　周にそう言われて、泣きじゃくりそうになった。

「……ぁ……あっ…イくっ……あぁ……あぁー！」

「…………はぁっ……あっ……イ……くっ……」

　身体の底から震えるような絶頂だった。一瞬で頭の中が真っ白になって、快楽が瑚花のすべてを満たす。それは長く長く余韻を残した。

　周も絶頂を迎えて、眉根をきつく寄せて射精の解放感に浸っていた。びゅくびゅくと吐精されるたびに腰が小刻みに動いて、瑚花の中をまた刺激する。

　避妊具越しでも、彼の屹立がビクビクと震えているのが分かった。何度も何度も精が吐き出されて、彼の口からも喘ぐ声が聞こえてきて。

　気持ちよくなってくれたんだと、嬉しくなった。

　瑚花もまた、こんなに感じたセックスは初めてかもしれないと、彼の背中に手を回しながら感じ入った。この全身で感じる周の肌のぬくもりや感触、身体の重みすらも心地いい。

　切ない顔をした周が顔を寄せ、キスをしてくる。唇を重ね、舌を絡ませて。互いの中にある熱の余韻を分け合うように。

　心の中が幸せで満たされる。

　――――よかった……ちゃんとセックスできた……。

　心の片隅にあった不安が薄らいでいく。

「凄くよかったよ……瑚花。ありがとう」

　瑚花の前髪を撫でつけて、額にキスを落としてくる。そんな周の顔は甘く優しい。

「ごめん、途中から滅茶苦茶興奮して酷くしちゃったかも。痛くなかった？」

「全然。……むしろ気持ちよかった……よ？」

　顔が自然と赤くなって、手で隠しながら首を横に振った。

　酷くされても、周は優しかった。言葉で攻めてもその声は甘い。心も身体も傷つけるものは何ひとつなくて、二人の興奮を高めるスパイスになってくれていたのだ。

　事後もこんなに気遣ってくれる。

　身体を拭いてくれたし、あちこちに散らばってしまっていた服も拾って渡してくれた。

　そんな些細なことに感動してしまうほどに、周の優しさは瑚花の中に深く染み入ってきたのだ。

「それで、どうだった？」

「え？」

　着替え終えて、ブースにあったペットボトルの水を飲み終えた後に周が聞いてくる。

　セックスをしたという余韻ばかりに浸っていて、よくよくその後のことについて頭が回っていなかったが、これだけで終わりではなかったのだ。

「俺は、これ一回で瑚花とお別れしたくないって思ってる。できれば連絡先を交換してほしいな。瑚花はどう？」

　目線を落として考える。正直、何と言っていいか分からなかった。

　周から今後も付き合いを続けたいと言われたことは、本当に嬉しい。ないと思っていたからこそ、戸惑いも歓喜もひとしおだ。こんな自分でもいいんだと飛び上がるほどに嬉しくなる。

　セックスもできたし、気持ちよくもなれた。周はとことん甘くて優しくて、臆病な瑚花を導いてくれている。

　でも、やはりどうしても怯えてしまうのだ。

　彼が今後、本当の瑚花を知ったらどう思うだろうと。

　怖気づいて見せきれなかった部分が引っかかる。アレを見せていたら、今の彼のように優しくなどなかったかもしれない。

　――――『いいじゃん、お前変態なんだからこういうのも気持ちよくなっちゃうんだろ？』

　蔑み馬鹿にするような声が甦る。その瞬間、心が恐怖に縛られた。

　あんな思いは二度とごめんだと泣いたあの日。嗚咽を漏らし、自分がそこまで言われるほどの存在なのだと絶望して、殻に閉じ篭った。

　そんな過去に囚われる自分が嫌でお見合いに参加したけれど、結局あのとき『保留』にしてしまったことがすべてのような気がした。

　自分は変われない。周のようには、変われないのだと思い知ったような気がする。

「……ごめん、周くん。私、あのね、私……」

　上手く言葉が出てこない。

　周が悪いわけではない。彼はその言葉の通りに、瑚花を過去から解き放とうとしてくれたし、幸せな気分にもさせてくれた。

　それなのに、馬鹿みたいにこだわりを持ち続けて、怯えている自分が全面的に悪いのに、今から周を拒絶するような言葉を言わなければならない。

　傷つけたくない、こんな優しい人を。

　けれども勇気が出てこないのだ。

「俺は元カレとの思い出を越えられなかった？」

　寂しそうに言われて、とっさに首を思い切り横に振った。

「違うの。周くんは、本当に優しくしてくれたし、元カレのことを忘れさせてくれたし、幸せになった。周くんとのこの時間が一生の宝物になるくらいに。でも、どこか踏み切れない自分がいて、結局本当の自分の姿を見せてしまったら周くんも私を……私を……」

　目の前が涙で揺らぐ。ただ自分が情けなくて仕方がなかった。

「あの『保留』かな。瑚花の引っかかってることは」

「……うん」

「そっか。やっぱりそっか」

　『保留』にした理由を曖昧にしたときから、周も引っかかっていたのだろう。理由も言えないのであれば訝しんで当然だ。

「俺を見て、瑚花」

　彼が涙を指で拭い、瑚花の顔を両手で包み込んで自分の方へと向ける。

　かち合ったのは、周の優しく慈しむような瞳。怒っているわけでもなく、がっかりしているわけでもなく、微笑む彼がいた。

「本当の自分を見せるのは、本当に勇気がいると思う。俺もそうだよ。瑚花に見せていない部分がある。それってさ、信頼関係がないと無理な話だよね？　俺は身体が繋がったら、次は心を繋げたいと思っている。そのために次も瑚花に会いたい。会ってもっと瑚花を知りたいし、瑚花に俺を知ってほしいんだ」

　チュッと頬に優しいキスを落とされる。

「本当に少しの時間だけど、自分を変えたいって勇気を振り絞る瑚花がとても可愛いと思ったし、恥ずかしがりながら俺に応えようとしている姿も好きだなって思った。瑚花になら……瑚花になら、俺も本当の自分を見せられるかなって思ったよ」

　そう言って、ベッドから離れていく周は、ブースの上に置いてあったメモ帳に何かを書き記して、瑚花に渡してくる。

「これ、俺のプライベートの電話番号。もう一度俺に会う気になったら電話して」

「……で、でも」

　電話をかける勇気など出ないかもしれない。手の中に無理矢理置かれたメモ帳に戸惑いながら返そうとすると、周は瑚花の手を取ってギュッと握り締めてきた。

「俺にもう一回チャンスをちょうだい。次、会ったときに俺も本当の自分を見せる。用意しておくから。――――だから、電話、待ってる」

　こちらを真っ直ぐに見つめてくる周の目は、真剣だった。

　真摯に瑚花と向き合い、本気でもう一度会いたいと言ってくれているように見えた。




　握り締められた手が熱い。

　周からもたらされた余韻は、家に帰ってからも続いた。






第二章　本当の自分を見せる勇気








（…………どうしよう）

　ここ数日、同じ言葉を頭の中で反芻していた。

　手元には何度も開いては閉じてを繰り返して、少しくたびれてしまっているメモ帳が。書かれている十一桁の数字がこんなにも悩ましいものになるとは思わなかった。

　――――電話、待ってる。

　あの日の周の言葉が甦る。

　彼は本当に待ってくれているんだろうか。瑚花のようにスマホを何度も見たりしているんだろうか。かける勇気もないくせにそればかりが気になる。

　年末に差し掛かり、もうすぐで冬休みに入る。会社もクリスマスが終われば皆浮足立った人たちばかりになり、かくいう瑚花も少し心がソワソワしていた。

　今年のクリスマスも一人で過ごしたが、不思議と寂しさは感じなかった。周との思い出が時折過ぎり、心を温かくさせていた。

　一度茉奈香から電話が来て、お見合いはどうだったと聞かれたが曖昧な返事しかできなかった。相手が周であったことは言わない方がいいのだろう。この時代、下手に口を滑らせればどこに情報が拡散するか分からない。

　茉奈香の方は先日お見合いをして相手と会ってきたが、最後までには至らずにクリスマスに持ち越したようだ。だから、今年は一緒にいられないのだという謝罪の電話でもあったらしい。

　仕事一色だった彼女が、一緒にクリスマスを過ごしてもいいと思える相手に出会えたのは嬉しい。心の底からの祝福とエールを送った。

　あれから、瑚花はテレビを意識して見るようになった。仕事から帰ったらスマホを開いてＳＮＳやネットをして終わる生活だったのが、テレビをつけて見入るようになったのだ。

　彼の姿をどのチャンネルでも探す。でも、周はバラエティなどには滅多に出ないし、テレビに映ってもドラマや映画の宣伝ばかりだ。しかも今クールにはドラマには出ていないようで、ネットで検索すると映画の撮影に入っているとのことだった。

　ＳＮＳもおそらくスタッフが発信しているであろうものばかりで、周がよく見えない。

　あの日、あんなに近くにいたのに、現実はこんなにも遠い人なのだ。

　瑚花が電話をしなければ、もう周には二度と会えない。

　画面越しに彼の姿を見るたびにそれを思い知らされた。

『――――身体が君を求めている』

　ふとテレビから『Love from the body』のＣＭが流れてきて、ハッと顔を上げる。周がクールに微笑んで蠱惑的な表情を浮かべている。

　ネットでこのＣＭについて検索したとき、周のこの色っぽい顔が堪らない、かっこいいという意見が多かった。

　でも、瑚花が知っている周はもっと無邪気に笑う人だった。たしかに色っぽさはあるし彼の表情にドキドキしたが、クールにではなく優しく笑う人だ。

「周くん……」

　切なくなって、堪らず名前を呼ぶ。

　たった一回会って話しただけだ。知っているのはその性格よりも身体だというのに、もう一度彼に会いたいと思う気持ちが募ってくる。

　身体の相性が良かったからそう思うのだろうかとも悩みはしたが、それ以上に『瑚花』と甘い声で呼んでほしかった。周に会って、もっとそのしぐさや言葉から周を感じていたいのだと思ったのだ。

　それに、彼は次に会うときは本当の自分を見せてあげると言っていた。

　ということは、周もまた瑚花と同じような悩みを抱えているのだろうか。もしそうなのであれば、見せると言った彼の勇気を無駄にするのは、失礼な気がする。自分はこんなに臆病なのに、周の勇気を無下にする資格はないと。

　そう思ってはいるのに……最後の通話ボタンが押せない。

「……んで、私に相談してきたと」

「……うん」

　しょぼんと肩を落として、瑚花は小さく頷いた。

　結局一人では勇気が出なかったので、茉奈香に相談をして背中を押してもらおうと思ったのだ。もちろん、周の素性を伏せてだが。

　冬休みの初日、お互い仕事が休みだったのでランチでもしようという話になり、会った瞬間お互いの近況報告になった。

　茉奈香は、クリスマスにお見合い相手と一緒に過ごした結果、めでたく付き合うことになったらしくそれで二人で盛り上がったのだが、瑚花の話になった途端に気持ちがズンと下がっていってしまったのだ。

　茉奈香と比べて、何とも自分の意気地のないことか。そのギャップに泣きそうになる。

「やっぱり小沼くんのこと、引きずってたんだ」

「……うん」

「……まぁ、あいつマジで最悪だったもんね。引きずる気持ちは分かるよ。私も、瑚花があいつのことを忘れて前を向けるきっかけになったらって思ったけど、軽率だったかな」

「そんなことないよ！　むしろありがたかった。おかげで、いい人に会えたから……。でも、私がダメダメなだけで……」

　変えたいと思っているだけじゃダメなのに、この心は一歩も進もうとしてくれない。自分の情けなさを嘆くだけで、何もできないのは本当に辛かった。

「だ、だからね、私ひとりじゃ怖気づいちゃうから、茉奈香に協力してほしいの」

「協力？」

「うん。今から電話かけるからさ、私がビビって止めてしまわないように、隣にいて……」

「隣にいるだけでいいの？　代わりに電話だけかけてあげようか？　相手が出たら代わるけど」

「ううん。多分、これは自分から押さないといけない気がするから……だから、背中を押してもらえるだけで助かる」

「分かった」

　近くの公園のベンチに二人で座り、バッグの中から大事にしまってあったメモ帳を取り出す。

　スマホでキータッチ画面を出して、ごくりと息を呑んだ。

「きっとあんたは幸せになれる女だよ、瑚花。頑張れ」

　茉奈香が、緊張が高まっていく瑚花の頭を横から抱えてエールを送ってくれる。それに勇気づけられて、震える指で番号を入力して、とうとう通話ボタンを押した。

　聞き慣れた呼び出し音が鳴る。

　いつこれが途切れて周の声が聞こえてくるのだろうとドキドキしながら待っていたが、一向にその気配はなかった。ただ、無機質な機械音だけが耳に響く。そしてとうとう留守電になって、瑚花は通話を切ってしまう。

　周は電話に出なかった。

　多忙の身だ、そういうことがほとんどだろう。けれども、繋がらなくてがっかりしたようなホッとしたような複雑な気持ちになった。

「落ち込むなよぉ～瑚花ぁ～！　あっちに番号残ってるから、折り返しくるって～！」

　頭をぐりぐりと撫でまわしながら慰めてくれる茉奈香に抱き着きながら、そうだよね、と自分に言い聞かせた。きっと電話をかけてきてくれると。

　でも、一度こちらから電話をかけたことで、気持ちがスッと楽になった。自分の中でつっかえていたものが、徐々になくなっていっているような感じがする。

「ありがとう、茉奈香」

「お安い御用よ。また勇気がほしくなったら言って。いつでも注入してあげるわよ」




　結局、茉奈香と一緒にいる間は折り返しの電話はかかってこなかった。何度かもう一度かけ直そうとも思ったが、しつこくしてはさすがに迷惑だろう。それに仕事中ならば邪魔はしたくない。

　ずっと睨めっこ相手がメモ帳だったが、今度はスマホに替わる。テレビを見ながら連絡を待っていたが、とうとうそのときを迎えた。大きく響く着信音が聞こえると、スマホに飛びつく。

『――――瑚花？』

　通話ボタンを押して耳に当てると、聞こえてきた周の声。

　泣きそうになりながらも『そうだよ』と答えた。

『電話、ありがとう。かけ直すの遅くなってごめんね。仕事でスマホから離れてて』

「ううん、大丈夫。こっちこそ電話ありがとう」

　相変わらず優しい声。機械越しでも彼の甘さが伝わってくる。

『ねぇ、瑚花。俺ともう一度会ってくれる？　――――俺をもっと知ってくれる？』

「うん」

　その言葉に、この心が勇気を失わないうちに答えた。

『じゃあ、今から出てこられるかな？　もう遅いから迎えに行くよ』







　唐突過ぎて驚いたが、どうやら今日くらいしか時間が取れないらしい。今を逃せば年明け以降も忙しいらしく、今すぐにでも会いたいのだと言ってくれた。

　電話を切った後に、急いで着替えて化粧もしてどうにか周に会えるような格好になった。髪のセットまでは難しく軽く整えるだけに終わってしまったが、車で迎えに来てくれた周は言うのだ。

「こんばんは、瑚花。今日も可愛いね」

　と、臆面もなく。

　周が乗ってきた車は外国産の小さなクラシックカーで、自家用車なのだと言う。助手席に座ってと扉を開かれ、瑚花は頭を下げて乗り込んだ。

　顔がバレないようにしているのだろう。周はニット帽に眼鏡をかけていた。レンズを挟んだ目の大きさがそのままなので伊達眼鏡だ。とても似合っていた。

「ごめんね、こんな夜遅くに」

「大丈夫だよ。まだ十時だし、それに明日は休みだから」

「そっか、ならよかった。俺は明日昼からだから、少しは一緒にゆっくりできるかな」

　周の嬉しそうな横顔を窺い見る。年末年始の休みに入っていてよかったと瑚花も微笑んだ。同じ気持ちだからなおさらだ。

「どこに行くの？」

　瑚花の家は駅からほど近い場所にあり、今車は駅から離れた道を走っている。隣の区に行くのだろうかと辺りの景色をきょろきょろと見ていると、周はちょっと遠出をするのだと言う。

「さっきホテルをとったんだ。地下駐車場から直接ホテルの中から入れるところだから、周りの目を気にしなくてもいい場所。良くも悪くも、俺は目立つから」

　つまりは芸能人御用達と言われるようなホテルだろうか。何だか、周の口からそういう芸能人っぽい言葉を聞くと、本当に住んでいる世界が違うのだと実感する。

「本当は、少しデートっぽいことをしてから向かいたかったんだけどね。それはまた次回ってことで。今日はゆっくりと二人で話そう」

　思い付きで気軽に出られない身であることを謝りながら、次の話が彼の口から出てくる。今回ばかりじゃないんだとその言葉で知って瑚花は密かに喜んだ。

　途中で誰にも会うことなくスムーズに部屋に入ると、適当に座ってと言われる。いわゆるシティホテルであるここは部屋も広くて、寝室とリビングが分かれているタイプだった。

　適当にと言われても……と視線を部屋の中に彷徨わせた瑚花は、とりあえずソファーに座る。

　開かれた扉の向こうの寝室にあるベッドが目に入って、あのお見合いのときの情景が頭に浮かんで顔が熱くなった。今回はそれが目的ではないのに、どうしても意識してしまう。

「寒くない？　何か飲む？」

「ううん、大丈夫」

　車の中もこの部屋も十分に暖かいし、それに瑚花自身も邪なことを頭に浮かべて体温を上げたばかりだ。寒いなんてことは全くない。むしろ、周から電話がきたときから、ずっと胸が高鳴って熱くなっている。

　二人掛けのソファーに座っていた瑚花の隣に周も腰を下ろして、こちらの顔を覗き込んでくる。やはり、その顔はテレビでは見られない顔だった。同一人物なのに、雰囲気がまったく違う。

「なかなか電話がこないから、俺、振られたのかと思った」

「……ごめん。ああ言ってしまった手前、なかなかかける勇気が出なくて」

「だから、ちょっと後悔してた。あのとき、無理矢理でも瑚花の連絡先も聞いておけばよかったなって。待ってるだけって焦れてしょうがないね」

　周が手を取って、チュッと音を立てて指先に唇を落とす。

「また会えてよかった」

　本当に安堵したような、喜んでいるような顔をする彼が堪らなく可愛かった。子犬のように縋る目で見つめてくる彼は、瑚花が知っている周そのものだった。

「約束通り、本当の俺を見せられるね」

「その、本当の周くんって、それは私と同じ意味で言ってるのかな？　その、秘密があると言うか、隠し持っているものがあるっていう意味……で大丈夫？」

　そこに齟齬があってはならないので、はじめに確認しておかなければならない。本当の周がどういうものなのか、考えてみても分からなかったので少しでもヒントがほしかった。

「うん。そうだね。俺も秘密を持ってる。瑚花と同じ」

　そう明るく言う彼の顔が酷く眩しく見えた。

　『同じ』と言われているのに、全然同じようには見えない。自分が仄暗い気持ちで秘密を抱えているのに対して、周は逆にそれを恥じたりもしていない。本当に同じだろうかと首を捻る。

　でも、聞いてほしいと、周は真摯に瑚花に向き合ってくるのだ。

　秘密を打ち明けるというのは、心持ちがどうあれ緊張するものだ。勇気が必要で、大変なことには変わりはない。

　瑚花は、昔その勇気を踏みにじられた側の人間だ。哀しくも、そして残酷でもあった。

「知りたい？」

「うん、教えて」

　けれども、今一度同じ勇気を持つ。周が同じ立場になって瑚花の話を聞こうとしてくれているのが分かるからだ。それが分かるから、彼を信じたいと思った。

　瑚花の決意を後押ししてくれる人だから。

　この人と心の繋がりを持ちたい。恋をしてみたいと、強く思う。

「俺はね、これ」

　そう周が言って取り出したのは……。

「スマホ？」

　日常生活の必需品であるスマートフォンを目の前に翳された。

　周の秘密がスマホというのはどういうことだろう。やはり意味が分からずに、問いかけるような視線を向けると、周は苦笑して『実はね』とスマホを起動する。

「正確に言えば、カメラ。俺はカメラのレンズを向けられて写真や動画を撮られると異様に興奮する」

「……興奮」

「そう。もっと分かりやすく言えば、カメラで写真を撮られると勃っちゃうんだよ、俺。レンズを意識して、あ～撮られてるなぁって感じちゃうと、ヤバいくらいに勃つ」

　瑚花は頭の中で周の話を反芻して、整理をした。

　つまりはスマホでも一眼レフカメラでも、カメラレンズを向けられて写真を撮られると物凄く興奮する体質だということでいいのだろうか。

　それは性的な興奮で、勃起してしまうと。

　だが、そうなると疑問が残る。彼の職業は常にカメラに晒されることを主体とするものだ。

「周くん、元モデルだよね？　今もドラマや映画とかでカメラ向けられてるけど……大丈夫なの？」

「ぜんっぜん大丈夫じゃなかった！　もうさ、撮影の最中にめっちゃ勃ってくるから、中断させて治まるの待ってもらったりとかして周りに迷惑かけてたし、撮られれば撮られるほど興奮するから困ったもんだよ。モデルでカメラを向けられているうちにそれが快感になって、エクスタシーに変わっちゃったのかな。だから、もうモデルはできないって思って、事務所にもやめたいって言った。そうしたら社長が、演技をしてみないかって言ってくれて」

　モデルの仕事がどんなものかはよく知らないが、一瞬一瞬を一枚の絵のように収めるのだから、そういうひとつの不安要素も見逃せないものなのかもしれない。集中しなければならないのに、たしかに興奮して勃起させていたらそれは仕事どころじゃなくなる。

「演技はさ、まったく別人になるように役になりきるんだ。『睦城周』じゃない、物語の登場人物と一体になって、その間は自分を完全に殺すみたいな。あとは、わざわざカメラのレンズを見て演技する必要もないから、そんなに意識することもないし。もちろん、そこまでいくにはだいぶ苦労したし、練習もしたよ。最初は舞台からはじめて演技をいちから学んで、役にのめり込む方法とかも自分なりに研究して。それでようやく、ここまでやってこれた。あのとき、思い切って方向転換をする決意をしてなかったら、今頃潰れていただろうなって思う」

「……周くんも、変わるきっかけをその社長さんにもらったんだね」

「そう。俺も多分一人じゃ無理だった。いろんな人に手を貸してもらって、辛い時期を乗り越えたんだ」

　あぁ、そうか。だから、周はこんなにも懸命にやってくれるのだと気が付いた。

　自分もそういう一般的なものから離れた性癖に悩んで、それでも手を差し伸べてくれた人がいたから、周もまた同じような瑚花を助けたいと思ってくれているのだ。

「今も、その……カメラ向けられると、興奮するの？」

「するよ。それはもうどうしようもないかなって。これも俺の一部だから、表に出せないものでも否定はできないなって。それも含めて全部俺だもん」

　もしも、もしも、瑚花もあのときそう思えたらどれだけよかっただろう。

　自分は自分だと、誰にも否定できないのだと胸を張って言えたら、今頃こんな後ろめたい気持ちを持たなくても済んだのかもと、どうしても仄暗く思ってしまう。

　周に感化されて自分も変わりたいと思った。前を向きたいと、新たな自分でもやっていけるのだと思えるようになりたいと。

　けれども、そもそも瑚花自体、この欲の底に燻るものを認められなくてずっと目を逸らし続けてきていた。周のように、許容できもしない。

「周くんは……強いね。私はそんな強さを持てたことない。いつも怯えてるよ。こんな気持ち悪い自分を知られたら、どうなるんだろうって。どう見られてしまうんだろう……どう蔑まれてしまうんだろう……」

　そればかりが頭を巡る。

「ハハっ。多分、実際カメラ向けられて興奮してる俺、結構気持ち悪いと思うよ。写真撮られてはぁはぁ言ってるんだもん。傍から見たら異様だと思う」

　こともなげにそう言ってみせる周は、瑚花の言葉を明るく笑い飛ばす。

　でも、興奮している彼は気持ち悪くなかった。とてもセクシーで、ゾクゾクするほどに格好良かったのに。そんなことないと瑚花は首を横に振った。

「う～ん……そうだなぁ。人それぞれの感じ方だと思うよ。俺がカメラで興奮している姿を見て受け入れられないって人もいるし、それでも構わないって人もいる。瑚花が今抱えている秘密も、元カレにとってそうじゃなくても、俺にとっては許容範囲内ってことも十分にあり得るって話。何がダメで何がオーケーかなんて、基準は人それぞれだよ。俺の場合は仕事に支障をきたすから困ったんだけど、プライベートでは受け入れてくれる人はいるって信じてる」

「人、それぞれ……？」

「そう。たとえ自分の性癖が特殊だって分かっていても、それを受け入れてくれる人はこの世には必ずいるって思わない？　すべてがすべて、瑚花を拒絶する人ばかりじゃない。……俺も、この自分を瑚花なら受け入れてくれるんじゃないかって思ってる」

　周は優しく微笑んだ。それには、瑚花に向けられた信頼のようなものが見える。期待と言っていいかもしれない。

　瑚花はいつしか期待をするのをやめたのだ。けれども、それを他人から向けられて、戸惑うどころか嬉しいと胸が熱くなる。一緒に、互いを知っていこうと言われているような気がした。

「……うん。そうだね。そう信じたい。私も、周くんのこと、受け入れたい」

　いつの間にか、頑なだった心がほどけていく。自然とこの顔は綻んでいた。

　カシャっ。

　不意にシャッター音が鳴る。

「うん。いい笑顔」

　周は持っていたスマホで瑚花を撮ったらしく、満足そうな顔で画面を見ていた。恥ずかしくて消してと言ったが、嫌だよと意地悪そうな顔で言われてしまった。

「じゃあ、瑚花も撮ってみる？」

「え？」

「俺の写真。撮ってさ、俺がどんな感じになるか試してみてよ。それで、気持ち悪いかどうか瑚花の目で確かめて」

　スマホを出してと言われて、瑚花は戸惑った。

　まさか瑚花のスマホで撮るのだろうか。周の立場上、他人の端末にこういうのを残すのはあまりよくないんじゃないかと心配になる。

「瑚花を信頼してるから、俺のエッチな姿を預ける。でもそれと同時に分かってほしい。それだけ俺は瑚花に本気だって。自分の今のキャリアを捨てるリスクを負っても、瑚花に信じてほしいって思ってるんだ」

「……周くん」

　きっとそれは俳優としてやってはいけないことなのだろう。けれども、今はただの『睦城周』としてそのリスクを背負ってでも瑚花の信頼を得て、向き合いたいと言ってくれているのだ。

　それに全面的に応えたいと思うのは、きっと彼に絆されたからだけじゃない。

「分かった。……私、絶対に他の人に見せないって約束するから」

「うん。信じてるよ」

　迷いのない瞳でこちらを見ると、周はソファーから立って目の前に来る。

「――撮って、瑚花」

　綺麗な顔でこちらを見下ろす彼に、瑚花はそっとスマホのレンズを向けてカメラを起動させた。

　カシャっ。

　撮影ボタンを押して、周を撮影する。すると、彼が一瞬眉根を寄せて、息を詰めた後に熱い吐息を漏らした。

　カシャ……カシャ……。

　何度か連続で撮ると、シャッター音が鳴るたびに周の呼吸が速くなり荒くなっていく。頬も紅潮して瞳も濡れてきた。

　――――本当に興奮している。

　思わず彼の下半身に目をやると、たしかにアソコが盛り上がってきていた。穿いているスラックスが窮屈そうに見える。

　はぁ……と、周が深く息を吐く。その表情が見蕩れてしまうほどに美しかった。

「もっと……もっと、撮って」

　うっとりとした声が誘う。このまま続けたら彼はどんな顔を見せてくれるのだろう。その好奇心に逆らえずに、またボタンを押した。

「……はぁ……ぁ……ンっ……っ」

　徐々に喘ぎ声も漏れてくる。熱が籠ってしっとりと汗ばんできている彼の肌を見ていると、瑚花も気持ちが高揚して妙な気分になってきた。

「……前、キツイ。触ってもいい？」

「うん。いいよ」

　ゴクリと唾を呑み込んだ。

　触るということは、その窮屈そうにしているソコを寛げて、熱く滾ったものを取り出すのだろうか。そして、直接手で触るのかと思うと、緊張が高まってくる。自分の心臓の音と、周の吐息の音が重なって聞こえて、腰のあたりがゾワゾワと疼いた。

　ジジジ……とジッパーが下りる音が聞こえてきて、中から勢いよく屹立が飛び出してくる。

　凶悪なほどに大きくそそり立つそれは、血管が浮き出てビクビクと震えていた。本当に写真を撮られるだけでここまで勃起するのだと驚く。

「……はぁ……瑚花……」

　切ない声で名前を呼ばれる。写真を撮る手が止まっていたので、再開させる。すると、それに突き動かされるように、周は屹立を手で擦り始めた。

　穂先を手のひらで撫で、竿をもう片方の手で扱いている。鈴口からは先走りの汁が滲み出てきて、ピクピクと震えていた。カリの部分を刺激するその手つきから目が離せない。男の人の自慰など初めて見た。

「……ぁ……瑚花……無理なら言って……気持ち悪いなら……」

　ちらりと熱の籠った目でこちらを見てくる。瑚花は即座に首を横に振って、またシャッターを押した。

「……ふっ……く……っぅ……」

　気持ち悪くなんてない。むしろもっとこの煽情的な姿を見ていたい。周の本当の姿を見たいと思っている。このままイってしまったら、周はどんな顔をするのだろうかという期待すらあった。

　瑚花はさらに周の興奮を煽るためにシャッターを押し続ける。それに呼応して、己自身を扱く周の手も速くなって、ときおり電気が通ったかのように腰が震えていた。

「……瑚花……」

　周が上体を倒して、瑚花の後方にあるソファーの背もたれのへりを掴み、覆いかぶさるような体勢をとってきた。部屋の明かりの光源を背負ってこちらを見下ろす周は、切なそうな顔をしていた。彼の額から滴る汗が降ってくる。

「……俺……もう……」

「い、イきそう……なの？」

「……うん……イきそう……瑚花……瑚花……」

　切羽詰まった周は瑚花の肩口に顔を埋めて、思い切り匂いを嗅いできた。そしてそれにまた興奮したように息を荒げながら、懸命に自分を高みに追いやる。

　自分の目の前にある滾りが、また彼の手の中で大きくなって解放を待ち望むように鈴口をヒクつかせていた。

　無意識にそこに手が伸びる。

「……ンっ」

　穂先を撫でると周が甘い声を出して、ぐりぐりと頭を肩口に押し付けてきた。

「出してもいい……？　瑚花」

「うん」

「……どこに出していい？」

　ドクンと心臓がうねりを上げる。

　どこ、と聞かれて咄嗟に出てきたのは、今屹立に触れているこの手だけれども……でも、瑚花の中で違う箇所を思い浮かべる。

（……どうしよう……どうしよう）

　言うのは恥ずかしい。でも、調律を失ったように乱れに乱れるこの心は、己の欲に従ってしまえと囁くのだ。――――大丈夫と。

　周といると大胆になる。一緒にいるとどんなことでもしたくなるのだ。

　顔にかかる髪の毛を耳にかけて、上体を倒す。肩に頭を乗せていた周は突然動いた瑚花に驚いて身体を少し後ろに引いたが、屹立に顔を近づけたことにもっと驚いていた。

　口を開けて熱い滾りを銜える。

　この間最後までできなかったので、今度こそはと口の中で扱き続けた。

「……あぁっ……はっ……ハハっ…………最高……」

　嬉しそうな声。いやらしくて腰がぞくぞくするような視線。ずっと『出して……出して……』と願い続けて縋るような目を向けた。

「……ンっ……ンんっ……んぁ……ンっ」

「……はぁ……出るよ……瑚花……受け止めて……」

　熱塊がビクビクと震えて、大きく膨れ上がる。勢いよく白い迸りが喉の奥まで溢れて、口の中が熱いものに侵された。苦みでいっぱいになり涙目になる。粘着質なそれは次から次へと瑚花の口内へと注がれた。

　口から屹立を引き抜かれたが、口の中にある精をどうしたらいいか分からず含んだままでいると、周がティッシュを差し出す。

「ごめん、瑚花。ここに出して」

　苦いものだとは知ってはいたが、こんなにも飲み下すのが大変なものだなんて知らなかった。本当なら好奇心で飲んではみたかったけれど、ここは素直に吐き出した。

「ありがとう」

　少し照れ臭そうにお礼を言ってきた周は、口の周りも丁寧に拭いてくれた。ある程度綺麗になったら彼はギュッと抱き締めて、頭を撫でてくる。

「瑚花ってば、大胆」

「嫌だった？」

「ううん。全然。瑚花は？　俺の……嫌だった？」

「全然。むしろ……」

　その先の言葉を呑み込んで頬を赤らめた。そんな瑚花の様子を見て、何を言おうとしたかを察したのだろう。彼は意地悪そうにニヤリと笑う。

「どう？　俺もなかなかのものでしょ？　自分でも変わってる性癖してるなぁって思うよ」

　そんなことをあっけらかんと言う彼が、何だかおかしくなってしまった。あんなに深くしつこいくらいに引きずっていたのに、それが大した問題じゃないような気がしてきた。

　視点や人が変わればまた、後ろめたいと思っていたこの嗜好もそんなに悪いものではないのではないだろうか。自分を責める枷にはなり得ないのではと。

「変わってる。確かに。でも、嫌じゃない。気持ち悪くもない。それも含めて、周くんなんだなって思う」

　そんなふうに前向きに考えられるようになったのは、周が瑚花を許容してくれるからだ。自分の秘密を打ち明けて、怖くないと教えてくれたから。

　だから、ようやくこの心を開こうと決めた。

「私ね、周くん」

「うん」

「私……私……」

「ゆっくりでいいよ。俺はずっと待ってる。ゆっくりでいいんだよ」

　言葉が喉につっかえて上手く出てこない。まず何から話していいのかも分からず焦る瑚花を、周が優しく諭す。彼の言葉はいつも温かい。

「私ね、漫画とかよく読むんだけど、その中でエッチなものとかあるでしょう？　女性向けのエッチなの。それを読んだりしているうちに、……私もその物語の女の子みたいに強引にされたり……その……し、縛られたり……モノみたいに乱暴に扱われたり……そういうのにドキドキしちゃって、怖いけど……されてみたいって思ったの」

　これはおかしな願望なのかと悩んだこともあった。きっと実際にこんなことをされたら怖いって分かっている。ただの好奇心だろうとか、本当は優しくされた方がいいに決まっているといろいろと考えたが、自分の中の願望が止まらなかった。

　見知らぬ誰かにされたいわけではない。好きな人にそんな風にされてみたいと思う気持ちが抑えきれなかったのだ。

「だからね、元カレとセックスするときにそれを話したの。一度でいいからやってみたいって。そうしたら、彼……『うわ、何それ変態じゃん。普通に引く』って言って、凄く気持ち悪いものを見るような目で私を見てきた」

　そのときは『冗談だよ。言ってみただけ』と誤魔化したが、彼の蔑むような目と言葉がずっと瑚花の心に残っていた。

　冷静な頭で考えれば、彼の言葉は酷いものだった。そう思ったとしても、もう少し言葉を選べたはずなのに、彼は敢えて瑚花を傷つけるようなことを言ったのだ。

　瑚花も自分のこの性癖は普通じゃないと思っていたから何も言い返せなかった。

　でも、そこから彼との関係は変わっていった。

「ことあるごとに私を馬鹿にするような言葉を言ってきた。私がやめてって言うと、『こういうのが好きなんだろ？』って、こうやって攻められたいって言ってたじゃんって、笑いながら言うの。お前は変態だからって」

　周が酷く険しい顔をしていた。そんな彼に申し訳なく思っていると、『大丈夫だよ』と頭を撫ででくれる。

「そういうことじゃないって言っても、もう聞いてくれなくて。そのうち友達の前でも馬鹿にするようになって。昔はあんなに優しかったのに人が変わったように笑いものにして蔑むようになって、会うのも辛くなった」

「そりゃ辛いよ。好きな人に馬鹿にされたり、そうやって粗雑に扱われるのは辛い。瑚花が欲しかったのはそういうことじゃないんだよね？」

「うん。たしかにそういうことをされたいって言ったのは私だけど、でもその根底に愛情があるのが前提で、彼女として扱ってほしかった。人としての尊厳を踏みつぶしてほしかったわけじゃない。でも、それは私の我が儘なのかもしれないって……私の伝え方が悪かったのかもって思って何も言えなかったんだけど……」

　でもある日、彼から突然呼び出されて彼の部屋に行ったら、そこには友達数人がいた。

「彼ね、言ったの。『こいつドＭだから、皆で好きにしていいよ。こういうのが好きな奴だから』って……友達に」

「はぁ!?」

「友達も友達で酔っぱらってたから乗り気になって近づいてきて、彼は楽しそうにそれを見てた。そのとき、もうダメだって分かった。彼にとって私はもう彼女じゃなくて、傷つけても平気な相手だったんだって。必死にそうじゃない、自分が悪いんだって言い聞かせていたけど、もう我慢も限界になった」

　こういうことを平気でする人とは思わなかった。酔っ払っていたとはいえ、それはあまりにも酷い仕打ちで、犯罪でもある。

「それで……瑚花は無事だったの？　そんな男に囲まれて怖かっただろ……」

「彼の顔に思いっきりビンタした後に……あ、アソコを思いっきり蹴って逃げてきた。だから何かされたわけじゃないよ」

「そっか……よかった……。でもそいつのブツを蹴ってやったのはナイス。その場にいたら俺も再起不能になるまで踏んづけてやりたかった。頑張ったね、瑚花」

　あのときは哀しみと同時に怒りも大きかった。彼への信頼が崩れ、失望が瑚花の中に一気に渦巻いたのだ。

「その後、もちろん彼とは別れた。凄く謝っていたけど、でも犯罪まがいのことをしようとしたことは許せないし、何よりもう私のことを対等に見ていないことに耐えられないって伝えたの。私の悪い噂を流したら、こっちだって輪姦未遂を自分の彼女にさせようとした屑だって言い触らすからって釘を刺してね」

　分が悪いのはあちらの方だ。それが分かっているからか、もしくは反省したからか、瑚花の悪い噂は回ってはこなかった。

「それから誰かと付き合うってできなくて、私がそういう性癖を抑えればいい話なんだけど、でも長く付き合っていたらバレちゃうかもしれないし、バレたらまたどうなるか分からないって怖さもあって、踏み出せなかった。でも、そうやってうじうじしている自分も嫌で、どこかで変わりたいって願っていた」

　そんなとき、茉奈香が誘ってくれたお見合いで、周に出会ったのだ。

「周くんはずっと私に『大丈夫』って言ってくれた。臆病な私の手を取ってくれたし、今日だって会いに来てくれた。こうやって自分の心の傷を話す機会もくれた。本当に感謝してる。私、過去にとらわれ過ぎていて、視野が狭くなってたんだと思う。世の中にはこんなにいろんな人が溢れているのにね。絶対に受け入れてもらえないって、またこの性癖を打ち明けたら関係性が変わるって思い続けていたんだ。……馬鹿だね」

「馬鹿じゃないよ。瑚花は馬鹿じゃない。心が傷つけば、簡単には癒せない。時間もかかるし、勇気はなかなか出ないものだよ。でも、そのきっかけが俺で嬉しい。瑚花の心を癒せて嬉しいよ」

　嬉しいのはこちらの方だ。なにをどう言葉を返していいのか分からないほどに感謝している。胸が熱くて苦しいくらいで、涙が零れそうだ。

「私、周くんにもらってばかりだ。本当にありがとう。何かお返ししたいのに、何を返していいか分からないよ」

　たとえば周の喜ぶことができたのなら、嬉しそうな顔をさせられたらいいのに。何ができるかと考えても、結局エッチなことしか浮かばない。身体から入った関係だからこそ、心の繋がりのようなものがほしいと思ってしまう。

　何か、周の心に刻めるようなものを。

「貰ってるよ、俺。瑚花にもらってる」

「……え？　何を？」

　自分で周のために何かをした記憶がない。ただ周に甘えていただけのような気がするのに、何をあげたというのだろう。

「俺、俳優に転身してから、しばらくは誰にも認めてもらえなかった。顔だけとか、事務所のコネで役をもらえるんだとか、へたくそって一番言われたかな。そういう自覚もあったけど、やっぱり言葉にされると傷つく。でも、瑚花が……」

　コツン、と額と額をくっつけて、周は嬉しそうに言う。

「瑚花が変わろうとした俺を見て勇気をもらったって言ってくれたから、嬉しかった。俺は俺のために変わったけど、でもそれが誰かにダメ出しされるものじゃなくて、勇気を与えられることなんだって知れてよかった。瑚花にそう言ってもらってから、仕事が楽しくてしょうがない。今の自分を誇れるようになった。瑚花のおかげ」

　知らなかった。自分の何気ない一言が、周を喜ばせていたなんて。彼の心に届いていたなんて。

「自分を偽るのは辛い。俺もずっと役を演じて、ときには俳優の『睦城周』を演じて、辛いなって思ったこともあったけど、でも瑚花がそう言ってくれたからもう苦じゃなくなった。さっきも本当の俺を見て、嫌じゃないって言ってくれたことも嬉しかったよ。俺は、瑚花の前なら本当の自分でいられる。瑚花は、そうさせてくれる人なんだ」

　周の言葉は魔法のようだ。こんなにも瑚花を喜ばせてどうしようというのだろう。そんなことを言われてしまったら、不用意に舞い上がってしまう。

　望んでしまうのだ。この人とこれからも一緒にいたいと。

「……周くん、お願いがあるのですが」

「何？　改まって」

　ソファーの上で正座をして顔を赤らめる瑚花を、彼はキョトンとした顔で見て首を傾げた。

　こんなことを言うのは実に久しぶりのことだけれども、勇気は自ずと湧いてきて瑚花を後押しする。

「デート、を、してみない？」

　声がひっくり返ってしまったが、言った言葉に後悔はなかった。もっと知るために時間が欲しい。身体だけじゃない心の繋がりも深められる機会があったらと願って、デートに誘った。

「する。したい。瑚花とデート。どこがいい？　いつがいいかな？」

　周はそれを喜んでくれて、さっそく予定を決めようとしてくれている。きっと彼も同じ気持ちでいてくれるのだと、瑚花はくすぐったく思いながら笑った。

「あ～……でも次に会えそうなの二月だ……」

　自分のスマホで予定を確認しながら、周は残念そうな声を出す。映画の撮影が大詰めで休みなしなのだそうだ。

「いいよ、待ってる」

「じゃあ、ちょうどバレンタインの日。その日に会おう」

「うん」

　瑚花もスマホのカレンダーに予定を入れて、フフフと楽しそうな顔をする。次の約束が結べてよかったと安堵すらしたのだ。

「じゃあ、今日はこのまま一緒に泊まっていこう。明日の昼まで、一緒にいたい」

「うん」

　もう家で風呂に入ってきた瑚花は、ローブだけ借りて着替えた。その間に周が風呂に入り、浴室から出てきた彼は後ろから抱き締めてくる。

「あのさ……さっき俺だけ気持ちよくしてもらったじゃん？　その、瑚花も……する？」

　そう聞かれはしたが、瑚花は首を横に振った。今日は抱き締め合ったり一緒に寝たりと、軽い接触だけで満たされている。

「今日はこのまま一緒に寝て」

「分かった」

　心がふわふわする。

　諦めていたものが手に届く距離にあるのが、分かるからだろうか。

　一緒にベッドに横たわって、何でもない話をするのが楽しくてしょうがない。

　ただ、この時間ができるだけ長く続けばいいと、どうしても寝たくなくて微睡みながら必死に周と話をした。




　次の日、ゆっくり朝から過ごした二人は別れを惜しんだ。

　会えるとは分かっているが、二月までは長い。

「あの、写真、撮ってもいい？」

「昨日あれだけ撮ったのに？」

「うん。周くんが笑ってるところ、撮りたい」

　昨日の写真も、屈託ない笑顔を浮かべる姿も。彼の言う通り、瑚花の前だけで見せるものならば、会えない間に寂しさを埋める糧にしたい。

「いいよ。でも、一枚だけね。……何枚も撮られると勃っちゃうから」

　照れ臭そうな顔。

　それも撮りたくて、二回ボタンを押した。





◇◇◇






　一番悩んだのは、チョコレートを市販のものにするか手作りにするかだ。

　思いを込めたり女子力をアピールするには手作りがいいのだろうが、逆にそういう手作りは受け付けないと言う人もいる。そういった気遣いを見せつつ、重たさも感じさせないほうがいいのだろうかと悩みに悩んでいたのだ。

　直接本人にメールで聞いてみようかとも思ったが、聞かれても困るだろう。仕事が忙しいと言っていたから、返信も難しいかもしれない。

　バレンタインというのは、かくも悩ましいイベントだ。

　新しい服も買って、美容室に行って、ネイルも気合を入れて塗って。スキンケアも念入りにした。どれだけ気合が入っているんだと言われそうなほどの張り切りようだが、仕方がない。相手は芸能人だ。でき得る限りのおしゃれをしてもし足りない。

　結局、チョコは両方用意した。差し出して、選んだ方を渡すつもりだ。

　あの後、茉奈香に報告すると、彼女も瑚花の前進を喜んでくれていた。茉奈香も彼氏とバレンタインを過ごすらしく、『久しぶりに忙しいイベントになりそうだね』と楽しそうに笑っていた。茉奈香は料理が苦手なので、市販のチョコを渡すそうだ。




「……かっこいいなぁ」

　画面の中の周を見て、ぽそりと呟く。

　年末年始にかけて、ネットで買い漁ったのは服と美容グッズと、そして周が出演している映画やドラマだった。ネット配信しているものを片っ端から買って、暇さえあれば見ていた。

　最初はぎこちなさがあった演技も徐々にうまくなっていっているのが分かった。一つ一つの役で見せる顔が違う。本当にその役になりきる努力を、ずっと重ねてきていたのだろう。

　今まで、俳優の演技など上手いか下手か、顔が好みかどうかでしか見ていなかったが、視点が変わっていく。

　周は努力の人だ。必死にここまでやってきたのだろう。そんな彼を見ていたら、改めてずっとうじうじしていた自分が恥ずかしくなる。

　これからは、前を向いて歩いていこうと、演技をしている周を見るたびに思うのだ。自分にも、この人にも恥じない自分でいたいと。




　――ピコン。

　スマホの着信音がなる。

『明後日の十五時に迎えに行く。楽しみ』

　短い文章で書かれた周のメッセージに、瑚花はニヤけながら床の上を転がりまわった。







「瑚花」

　久しぶりに聞く周の声は、毎日のようにテレビで聞いていたのにも関わらず懐かしく聞こえた。やはり生で聞くと違うのだ。こちらの方が周だって気がする。

　車の中から顔を出した周は、今日も伊達眼鏡をかけていた。髪の色も変わっていて、少し暗くしたようだ。

「役作りのためにね。似合う？」

「うん。似合う。明るめの色も似合うけど、こっちもいいね。少し幼く見えるかな」

「幼く？　若く見えるって言ってよ」

　どんな彼でもかっこいい。暗い色の髪と眼鏡でインテリ風にも見えるし、爽やかさも増したような気がする。

「今日はどこに行くの？」

　助手席に乗り込んだ瑚花は周に聞く。

　事前に一緒に行き先を決めようかと話はしていたものの、結局決まらないままでいた。周の素性を知られるわけにもいかないので、選定が難しい。

　そんな瑚花に周が『デートコースは任せて』というのでお任せをしていたのだ。

「いろいろ考えたんだけど、ここは定番の水族館とかどうかなって。ナイトショーもやってるし、薄暗いから人目を気にせずにいられるかなって。バレたらせっかくのデートが台無しになるし。で、その後にディナーに行こう。そこは個室を予約してるから」

「私、水族館好きだよ」

「よかった。俺、デートとかずっとしてなかったから、結構迷ったよ」

　ずっと仕事ばかりで、プライベートもあまりない毎日だったのだと話してくれた。ここ五年程度は暇があれば演技の勉強として、観劇をしていたか家で映画を見ていたのだと。

「だから、エスコートとかあまり自信ないけど、楽しんでくれたらいいな」

「もちろん。私も久しぶりだからぎこちなかったらごめん」

「ぎこちないもの同士、楽しむだけ楽しもう」

　気兼ねない言葉に瑚花も気負いを捨てて頷く。俳優の『睦城周』ではなく、ただの『周』として一緒に楽しみたい。

　その中で、二人の距離も近づけたらと密かに期待していた。




　周の目論見通り、水族館には人はそれなりにいたものの薄暗くて相手の顔もはっきりと見えず、周が見つかることもなかった。眼鏡をして髪の色が変わっていたのもあるのだろう。

　ベタだが二人でお揃いのストラップを買ったりもした。この年でお揃いなんて気恥ずかしかったけれど、こういういかにもデートっぽいことをしてみたかったのだ。周も乗り気だったので、二人でイルカのストラップにしてさっそくスマホにつけた。

　ディナーはフレンチで、オシャレなお店だった。客が選んだワインに合わせて料理をお勧めしてくれるようで、こんなお店は初めてだったのでどうしても緊張してしまう。ワインの種類とかも分からなくて困っていると、周がすかさず手を差し伸べてくれた。

「俺のお勧めでもいい？」

　その言葉に甘えて任せると、出された赤ワインは口当たりが良く渋みの少ない優しい味のものだった。ついつい飲み進めてしまう。

「飲み過ぎて酔っ払っちゃダメだよ。この後もあるんだから」

「……この後？」

　水族館に行って食事もして随分と夜が深まった後は……と考えて出てくるのは一つだ。

　前回は周の性癖を確かめるためにエッチなことはしたが、セックスはしていない。しかも今日はバレンタイン。愛を伝える日だ。そういうことがあってもおかしくもない。

　意識したら顔が赤くなる。

　あのお見合いの日の光景は、いまだ鮮明に記憶の中に残っていた。

「できれば、瑚花の家に行きたい。リラックスできる場所の方がいいかなって思って」

　この間話した瑚花の秘密。きっと今度身体を重ねるときはそれを実践するのだろう。瑚花もまたそれを期待している節もある。

　断る理由は、何一つない。

「……うん、いいよ」

　ベロベロになってしまわないように、でも程よく理性の箍が外れる程度にワインを飲む。何かしらの弾みがほしくもあった。

　頬が熱い。

　きっとそれはワインのせいだけではなかった。







「さて、瑚花。今日はどうだった？」

　部屋について、ひとまず酔い覚ましにお茶を出すと周が興味津々に聞いてきた。デートの感想がほしいのだろう。少し自信がないとは言っていたし、瑚花がどう思ったのかを気遣って聞いてきたようだ。

「周くんこそどうだった？」

「質問で返すなんてずるい」

「だって、私は楽しかったって答えしかないもん。不安だったのは周くんだけじゃないよ。私も不安だったけど……でも、そんなこと吹っ飛んじゃうくらいずっと笑っていたような気がする。楽しくて楽しくてしょうがなかった」

　何をしていても何を話していてもドキドキが止まらなかった。話も止まらなくて、次から次へと話したいことが溢れてくる。瑚花は饒舌な方ではないが、不思議と周相手だと言葉はスムーズだ。最初の緊張していたころとは打って変わってよく笑い、次に何を話そうかと考えている自分がいる。きっと周が聞き上手で会話の広げ方も上手いからなのだろう。

「またデートしたい」

　周が自由の利く身ではないのは承知している。けれどもそんな我が儘を言ってしまうほどに、彼に会いたい。会えるという約束がほしかった。

「しよう、デート。いっぱいしよう。だから、俺と正式にお付き合いしよう、瑚花。俺の彼女になってほしい。カレカノになって、いっぱい楽しいことしようよ」

　床に置いた手を周が握ってくる。瑚花もそれに応えるように握り返して、頷いた。

「……私でよければ」

「瑚花がいい」

「私も……周くんがいい」

　互いが互いしかいないと確信した瞬間、顔が自然と近づいてキスをしていた。優しいキスは瑚花を幸せへと導く。

「もしかすると、俺の仕事のことで苦労させるかもしれない」

「そうだとしても、周くんと一緒にいることで背負わなければならない苦労なら、大丈夫。いつまでも弱いままじゃいられないもの。その覚悟はちゃんと決める」

「ありがとう」

　どんな苦労なのかは何となく想像はつくし大変なのだろうとは分かるが、今さら離れたくはなかった。瑚花をこんなに想ってくれる彼を、屈託のない笑顔で『大丈夫』と背中を押してくれる彼を失いたくない。

　周はどんな瑚花でも、ちゃんと瑚花として扱ってくれる。それがどれほど嬉しいことなのか、彼にこれからも伝え続けたい。

「……好き」

　たとえばこんな短い言葉でも、この想いはきっと伝わる。

「俺も好き」

　そして、それに同じ気持ちが返ってきたら、最高に幸せなのだ。ただ、そんな簡単なことでいい。

「……ン……ぁっ」

　キスが徐々に深くなって。舌が絡まる。周の舌が官能を引き起こすように口内を舐り、互いの唾液を掻き混ぜていた。わざとくちゅくちゅといやらしい音を立てて、瑚花を聴覚的にも虐めてくる。ふと薄目を開けて見えた彼は、頬を上気させながら懸命に応える瑚花の姿を楽しんでいるようだった。

「……あのさ……お願いがあるんだけど」

「お願い？」

　啄むようにキスをして周が言う。何度も唇を食んで、チュッと音を立てて。唇が腫れてしまいそうなほどにひとしきり啄まれた後に、周がニコっといい笑顔で言ってくる。

「瑚花が言ってたエッチな漫画、見せて」

　素で『ひぇっ』と叫んでしまった瑚花は、首を思い切り横に振って全力で拒絶した。




「なるほど……案外女性ものってエッチなんだね。初めて読むけど……結構過激だ」

　結局根負けしてクローゼットからタブレットを出した瑚花は、久しぶりにそれを充電して唯一消せなかったその漫画を開いて渡した。

　居た堪れない気持ちで周の感想を聞く。また彼が興味津々なのが何とも言えない。

「それ見てどうするの？」

「ん～？　瑚花の研究」

　そんなこと、別にしなくてもいいのに。

　少し不貞腐れた気持ちでいると、周が『ねぇ、瑚花』と話しかけてきた。

「このタブレットさ、随分とクローゼットの奥の方から引っ張り出してきたみたいだったけど、仕舞い込んでたの？」

「うん。それ、電子書籍用に買ったタブレットだったんだけど、それごと封印してた。こういうのはやめなきゃってずっと思ってたから、その元になった漫画を見えないところに追いやって、普通にならなきゃって。でも、消してしまえば一番いいのに、消しきれなかった時点でダメだったんだよね。こんな自分を許容したいって気持ちがあったんだと思う。結局好きなんだ、そういうのが」

　読んでいてドキドキした。描かれる非日常のような物語が、瑚花をどこまでも駆り立てて、ヒロインのようなことをされてみたいとか、あんな風に愛されたいと夢想するようになった。

　それはあくまで創作で、現実ではありえないと思いながらも、どこか片鱗のようなものは味わえるのではないかと信じていたのだ。

「じゃあさ、やってみる？　同じようなこと」

「え？」

　同じようなことをやってみるとは？　どういう意味だろう。首を傾げて聞き返す。

「俺、俳優なので、これでも演技は得意な方でして。もしよければ、俺がこの相手の男役をするから、漫画の世界と同じように攻められてみる？　ってこと」

「えぇ!?」

　周がこの漫画のヒーローを演じてくれるだなんて、何て贅沢な！　と瑚花は飛び上がった。あのテレビで見た演技力をもって、ヒーローを演じて瑚花を攻める。

（そ、そそ、そんな夢みたいなことがあっていいの!?）

　いや、夢かもしれないと、この現実が信じられなかった。もしも夢ならばまだ覚めないでとも思う。

「どどど、どうしよう！　物凄くドキドキしてきた！」

　興奮気味にはしゃいでいると、『ただし……』と周が瑚花の鼻をむぎゅッと摘まむ。

「お願いだから、そっちの俺の方がいいって言わないでよ？　あくまで演技だし、演技した自分に負けるとか嫌だから」

「それはもちろんだけど……じゃあ、何でやってくれるの？」

　そこまで言うのであれば、無理してする必要はないのに。何だか瑚花の趣味に付き合わせているようで引け目を感じてしまう。

「言ったでしょ？　瑚花の研究だって。瑚花をどう攻めれば一番感じるかとか、知りたいんだよ。学んだら即実践しなきゃ」

「あの……別にそこまでしなくても……」

「俺がしたいからするの。瑚花を虐めたくて虐めたくてしょうがない俺が、瑚花の可愛い姿を見たいからするんだよ」

　周は床に畳んで置いていた自分のボルドーのマフラーを手に取り、ピンと張るように伸ばす。そして瑚花の両手を自分の方へと持って行くと、マフラーで縛り始めた。ギュッと両手がくっ付くように、しっかりと。

「周くん!?」

　突然縛られて驚いたものの、ドキドキしている自分がいる。これは、よく漫画で見た拘束プレイのシチュエーションなのではないだろうか。

「え？　え？　ほ、本当に!?　本当にするの？　はじめから拘束プレイ!?」

「やるならとことんやらなきゃ。それにこの『可か児じ川かわ透とおる』って漫画のヒーロー？　拘束プレイが大好きみたいだね。主人公の『珠じゆ里り』、どのプレイでもほとんど縛られてるし」

　本当に漫画を忠実に再現するつもりなのだろう。スワイプしてページを捲って、何かを考え込むように少し口を閉じた周は、弾かれたようにタブレットを置いて、スッと表情を変える。

「――――また俺に捕まってしまったな、瑚花先輩」

　そこには漫画のヒーローである『可児川透』に扮した、周がいた。

（……ほ、本当に『透』になってくれている）

　口調もさることながら、表情も違うのだ。普段はクールで寡黙、けれども珠里を追いかけるときはとことんまで追い詰めて情熱的に求めるのが透というヒーローだ。

　二人は会社の先輩と後輩という関係。二人で残業していたときに透が珠里に告白してきて、珠里が『後輩以上に見れない』と断ると、無理矢理関係を結ばされたことから始まるストーリーの漫画だ。

　それから逃げる珠里をあの手この手で追い込んで、身体の関係に持っていく強引さがある反面、自分勝手な人間かと思いきやふとした瞬間に優しかったり、珠里を助けてくれたりと徐々に魅力が出てくる何とも難解なヒーローなのだが、周は彼をどう演じるのだろう。

　ゾクゾクする。

　周があんな風に、強引にこちらの言葉も聞かずに無理矢理奪うのだと思うと、自然と濡れてきていた。

「逃げるだけ無駄だって、いい加減気づけよ。俺はあんたを逃がすつもりなんてさらさらないんだ」

　いつもより少し低めの声をした周が、瑚花をベッドの上に持ち上げて押し倒してくる。縛られた腕を頭上にまとめ上げられ、脚の間に周の身体を差し込まれたため、見事に身動きが取れなくなった。

「どれだけ他の男に逃げようとしてもな」

（こ、このシチュは第三話の同期の男と仲良くしている珠里に嫉妬した透が、勘違いと勘違いを重ねて珠里に軟禁まがいのことをする回！）

　セリフだけで漫画の情景が頭に浮かんで、瑚花は心の中でうるさいくらいにはしゃいだ。

（どうしよう……私も『珠里』になりきるべきなの？　でも私演技とかできないし、それに周くんも『瑚花』って呼んでるし……『瑚花先輩』って言われるの、ヤバかった！）

　もう舞い上がり過ぎて思考があちらこちらに飛んでしまっている。

　ただこの状況を楽しめばいいのだろうか、余計な演技をしてその場の空気を壊すもの申し訳ない。ここは、瑚花として合わせた方がいいのかもしれない。

　期待で胸が膨らむ。

　周も結構ドＳに攻め込む方だが、『透』になった彼はどうなるのだろう。何回も読んだ漫画で展開が分かっていても、ドキドキが止まらなかった。

　ドルマンスリーブのニットをロングスカートから引き抜いて、胸元までたくし上げる。周の前にブラジャーを晒されて少し恥ずかしい。

　二回目とはいえ、彼に素肌を見せるのには勇気がいった。

「こんな淫らな身体であいつを誘惑しようとしてたのか？　ん？　瑚花先輩」

　ブラジャーの上から胸を揉みしだかれながら、耳元で囁かれる。言葉はだいぶこちらを責めてくるものだが、手つきは優しい。

　柔肌に指を食い込ませながらも、痛みを感じないほどにその力を加減してくれている。瑚花も気持ちよくなれるようにと、頂の尖りを指の腹で擦り快楽を与えもしてくれていた。

　熱い吐息が漏れる。

　腕が引っ張られて体勢がきついけれど、その不自由さに興奮していた。彼に支配され、これから奪われるのだと、否が応でも予感させる力強さが瑚花の心も身体も高揚させる。

「少し触られただけで、こんなにここを尖らせて……」

「……ぁっ……ンぁ……あぁっ」

　ブラジャーのカップをずらして、指でピンと弾いてくる。さらに刺激を受けてぷっくりと勃ちあがったそこは、周を誘うように赤く熟れていた。

「油断ならないな、先輩は。すぐに俺から逃げて他の男のところに行こうとしている。今日だって、俺が来なきゃあのままあいつについて行くつもりだったんだろ？」

　声色が本当に怒っているように聞こえてくる。演技だと分かっているのに、彼が他の男と一緒に飲みに行こうとしていたことに怒っていると錯覚してしまいそうだ。

　『珠里』は、『透』から逃れようと、同期の男に相談をしたくて飲みの誘いに乗った。それを『透』が見つけて素知らぬ顔で飲みに参加し、解散した後に『珠里』を部屋に連れて帰り、怒りながら、そして淫らに問い詰めるのだ。

「この身体も、あいつにむしゃぶりつかせるつもりだったのかよ」

　周の瞳が怒りに燃えている。そしてその怒りをぶつけるように乳首にしゃぶりついて、きつく吸い上げてきた。

「……いやっ……あぁ……ひぁっンっ……あっ……あぁっ！」

　乳輪ごと口に食まれ、舌で全体を愛でたあとにじゅるじゅると音が立つくらいに吸われる。神経が剥き出しになってしまったかと思うほどに敏感になったそこを、歯先でなぞり、そして甘噛みをされると、腰に痺れが走る。

　あまりの強い刺激に身体をねじらせるが、腕が邪魔をして上手く逃げられない。それどころか、押さえ付けていた手をさらにベッドに押し付け、獣のように貪るのだ。逃げればさらに酷くするぞと言わんばかりに。

「胸、こうやって強く吸われるの好きだもんな。痛いくらいが一番気持ちよくて、すぐにトロトロになる。あいつはこんな風にしてくれるかな？」

「あぅっ」

「瑚花先輩がこんなによがるほどに、激しくしてくれるかな？　ここもこんなにぐちゃぐちゃになるくらいに、気持ち良くしてくれるか？」

　ロングスカートの中に手を差し込まれて、下着の上から淫らな割れ目をなぞられる。彼の言う通り、恥ずかしいほどにそこは濡れてしまっていて、ひくひくと媚肉も震えていた。

　くちゅ……と淫靡な水音を立てて、指が挿は入いってくる。

「こんなエッチな身体、あいつに味あわせるとか冗談でもキツイ。あんたは、俺のものだろう？　俺の下で喘いで、淫らに腰振ってろよ。……ほら」

「……あっ……ダメっ……ぁひっ……んぁっ……そんな……はげし……あぁっ！」

　一気に根元まで指を入れられて、激しく動かされた。瑚花の感じる箇所を大きく擦り上げるように動く指に乱され、身体がその刺激でビクビクとはね上がった。まるで、彼の下で腰を振っているかのように。

　あぁ、彼にされるがままだ。周の指一つ言葉一つに翻弄され、支配されている。

（……どうしよう……物凄く感じる）

　縛られて好き勝手されて。無理矢理高みに追いやられてしまうこの身体は、いつも以上に熱くなった。身体もそうだが心が悦んでいる。

　彼に求められているのだと、全身で感じるのだ。

「ちゃんと覚えろよ……瑚花先輩は俺のもだって。しっかりと頭で、身体で。今日は分かるまでヤり続けるからな」

「……あっ……あっ……まって……ごめんなさ……ごめんなさい……あまねく……ひぁっ！　あぁっ！　……いやぁっ……あぁー！」

　だから、絶頂はすぐにやってきた。周が焦らしもせずに激しい愛撫を続けているせいもあるのだろう。あっという間に高みに上り詰めて、動かない手をギュッと握り締めながら果ててしまった。

（……凄い……周くんの『透』……ヤバい）

　嫉妬され、自分のものだって知らしめさせられて、激しい愛撫でそれを叩き込まれて。そんなシチュエーションに酔いしれて、ついつい瑚花も『珠里』のように謝りながらイってしまった。演技はできないと思いながらも、周のあまりの迫真の演技に、こちらもついつい呑み込まれたみたいだ。

「俺の指は気持ちいいよな？　瑚花先輩」

「……うん、気持ちいい」

　朦朧した頭で答える。周はニタリと不敵に笑って、瑚花の身体をひっくり返して腹ばいにした。

　周なら、きっと『いい子』って褒めてくれた。ちゃんと口にしなきゃダメだって言っていたからそれに従ったのに、今の周は褒めてくれない。『可愛い』とも言ってくれない。

　それを寂しく感じた。

　あんなに大好きでこんな風に攻められたいと思っていたし、実際『透』のように強引にされたら凄く感じた。でも、頭の片隅で相違点を探してしまうのだ。

　周ならこうするのに、と。

　そんな自分に気が付いたら、一気に胸の底が燃えるように熱くなった。

（……私、周くんのこと好きすぎ）

　彼の優しさに慣らされ、意地悪なところにキュンとして。たった一回抱かれただけなのに、瑚花はもうすでに周でいっぱいだった。好きなものを塗り替えられてしまうほどに、深く深く入り込んでいる。

　お尻を高く持ち上げられて、秘所を指で割り開かれる。

「……うわぁ、こんなにトロトロになって……瑚花はエロいなぁ」

　独り言ちるような声だったけれど、しっかりと瑚花の耳にも聞こえてきた。それは『透』ではなくて、『周』だった。

　それに気付いたらもうダメだった。

　『周』に抱いてほしくて仕方がない。

　彼がズボンの前を開く音が聞こえてくる。避妊具をつけて、穂先を秘所に押し当てられたとき、瑚花は叫んだ。

「――――あ、周くんがいい！」

「瑚花？」

「挿入いれるなら、周くんで挿入いれてほしい」

　振り向きざまに縋るような目でそう訴えると、彼は目を丸くして瞬いた。

「いいの？　まだ途中だけど。それとも俺、下手だった？」

「そうじゃないの。周くん、完璧に『透』になっていたんだけど……でも……」

　ふと目線を下げて、自分の縛られている手を見る。これも、ああやって乱暴に攻められるのも望んではいたが、これは周がやりたいことではないと思うと薄っぺらく感じてしまう。

　興奮するけど、でももっと周を感じていたい。

「……周くんがいいの。やっぱり、周くんに抱かれているって実感したい。ごめん、我が儘で……でも……ひぁっ……あぁンっ！」

　ズン、と胎の奥まで貫かれるような衝撃を受けて、瑚花は悲鳴を上げた。周が屹立を一気に奥まで挿入したのだ。

「……あ……あぁ……あ……」

　性急に己の身体を開かれる感覚に喘ぎながら、どうにか自分を持ち直そうとした。

　けれども、その前に周が動く。瑚花を苛むように後ろから腰を掴んで強く攻める彼は、興奮したように息を上げていた。

「ずるいよ、瑚花……そんなこと言われたら、もう止まんなくなるじゃん」

「……ふぁ……あぁっ……ぁンぁ……あまねくん……はげし……いぃ」

「俺がいいんだ。俺がほしくてほしくてしょうがなかったんだ」

「……うん……ひっ……んぁっ……あっ……あまねくんが……いいのぉ……」

「じゃあ、いっぱいあげる！」

　大きく腰を引かれて、ひときわ強く打ち込まれる。

　高身長な彼は瑚花に覆いかぶさるように上体を寄せ、手を拘束するマフラーを掴んでまたベッドに縫い付けた。

　また不自由な状態で好き勝手に穿たれて、瑚花の子宮はきゅんきゅんと啼く。膣壁が周の屹立を締め上げて、愛液を垂らし、もっとほしいと貪欲に強請っていた。

　――――もっと酷くして。もっと激しいくらいに求めて。

　瑚花のすべてを周の好きにしていいのだと、心と身体が訴える。

「あぁ……凄いな、瑚花……本当に縛られて興奮しちゃうんだね。この前より中きつくて……めっちゃ濡れてる。聞いてよ、この音。エッチすぎ」

　自分の喘ぎ声と、周の声と、そしてぐちょぐちょと泡立つくらいに掻き混ぜられる愛液の音と。秘所だけではなく耳までも犯されている。

「……はぁ……あぁ……あっ……あっ」

　最奥を突かれるたびに、腰がビクビクとはね上がる。けれども周の手が腰を押さえつけているためにその衝撃を逃がすこともできず、すべてを受け止める羽目になった。頭が真っ白になるほどの快楽が襲ってくる。

　一度イってしまっているこの身体は、辛いくらいに敏感だ。肌の下にある神経が剥き出しになって、周がくれる刺激を取りこぼすことなく快楽として享受している。

　さほど深いものではないが、それでも先ほどから軽い絶頂を味わっている。

　その中でもひときわ大きな波が、瑚花の中でうねりを上げて今か今かとそのときを待っていた。

「……あまねくん……イく……あっンんっ……イっちゃう……どうしよ……あっ……むり……もうむりむりぃ……」

「何度でもどうぞ」

「あぁっ！」

「俺も、瑚花の中でいっぱいイくからっ」

　ゾクゾクゾク、と甘い痺れが背中を駆け上がる。もうこの先にある高みに向かうことしか考えられず、身体もそれに応じるように媚肉を震わせて周の屹立を膣壁が扱くように動いた。

「……あぁ……ひぁっ……あっ……あぁっ！」

「あー……イくっ……ふ……ン……」

　ビクン、ビクンと脈打って白濁の液を吐く屹立。真っ白になった頭で、その感覚だけが鮮明に伝わってくる。周も一緒に気持ちよくなれたのだと分かって、瑚花は幸福感でいっぱいになった。

　二人で気持ちよくなれるセックスは幸せだ。

　こうやって周と心も身体も折り重なり合うように求め合える関係になれて、瑚花は運命のような出会いに感謝をした。

「……瑚花……もっと」

　甘えるような声。でも、その甘さの中に隠した欲。

　耳元でそう囁かれれば、それを許すように熱い吐息が漏れた。




「そう言えば、この間のお見合いのときの保留にしたお題」

　後ろから抱き着かれて、うなじにキスを落とされる。チュ、チュ、と肌を啄む周の唇の柔らかさと熱さに余韻をくすぐられ、瑚花は小さく喘ぐ。彼の言う『保留したお題』を思い出そうとも、すぐにその考えが掻き乱されて上手く思い出せない。

「『道具を使って』ってお題。あれさ、いつかクリアしたいなぁって」

「……ぁ……もう、お見合い……は、終わってるのに？」

「うん。でも何か心残りなんだよね。もし、瑚花が『ＮＯ』って押してたのならすぐに諦められたけど、『保留』だったらまた挑戦したい。……ダメ？」

「……ダメ、じゃないけど……ンぁ……い、今？」

　戸惑いの声を上げると、周は瑚花の身体をひっくり返して、近距離で顔を覗き込んでくる。日本中の女性を虜にするその顔が今にもくっつきそうだ。

「今、って言いたいところだけど、同じ道具持ってないからまた今度かな。次の楽しみにしてて。まだまだいろんな瑚花を味わいたい。たくさん」

「……ンっ」

　唇を食まれ、本当にこのまま食べられてしまいそうだと胸が高鳴る。たくさんってどのくらいだろうと考えながら、雨を降らすような数多のキスを受け入れた。

「……いいよ」

　付き合うとはいえ、いつ会えるか分からない。触れ合えるのであれば、でき得る限りは触れ合っていたいし周を感じたい。それにちゃんと次を考えてくれているんだと嬉しくなる。二人の間に未来があるのが嬉しい。

「……あっ……はぁっンっ……ひぁ……あまね、く……っ」

　いつの間にか新たな避妊具を装着した周は、屹立を瑚花の中に潜り込ませた。何も抵抗なく受け入れたそこは、再び与えられた熱さに悦び蠢き始める。

　浅いところを焦らすように擦り上げていた周は、瑚花の愉悦に濡れる顔をじっくりと観察していた。次はどのタイミングで穿って快楽を与えてやろうかと、見定めているようだ。いろんな角度から膣壁を責められるが、奥へはやってこなくて、それがもどかしい。

「ローターって、瑚花は使ったことある？」

「……ふぁ……ローターは、昔……ちょっとだけ使ったこと……ンんっ……あって、でも、指の方が気持ちよかったから……捨てちゃ……あぁ……ひっ……」

　興味はあった。漫画の中では皆気持ちよさそうにしているから、きっと自分も同じくらい快楽を得られるかもしれないと。

　けれども機械は怖くて、膣の中に挿入するバイブはなおさら手が出せない。ローターくらいなら大丈夫かと思い、ドキドキしながらネット注文して自分で使ってみたのだが、あまりよさが分からずに使わなくなって、そして捨ててしまったのだ。

「じゃあ、ローターで虐められる気持ちよさも教えてあげるよ。縛られて、動けない状態で……。バイブはやめておこう。俺以外が瑚花の中に挿は入いるの、何かやだな」

「……あっ……あっ」

　艶のある声で耳元で言われ、ゾクゾクとした。キュンと子宮が疼き、中の屹立を無意識に締め上げる。

「縄は……そうだな、やっぱり定番の赤かな？　瑚花のこのおっきな胸が強調されるように、いやらしい縛り方してあげる」

　想像せずにはいられなかった。この身体中にあの鮮烈なまでの赤い縄が巡り、自分を締め上げて肌に食い込む感触を。きっと身動きは取れないだろうし、恐ろしいほどに倒錯的な姿になるに違いない。

　そしてその状態の瑚花を周は責めるのだ。

　あぁ、どう虐めるのだろう。もっとその先の言葉を聞いてみたくて、強請るような目を周に向ける。

　彼もその視線に気が付いて、ニヤリと笑った。

「ローターは、この弄ってくださいって俺に強請ってるココに」

「……はぅっ……ンっ」

　赤く熟れた胸の頂を親指と中指で摘まみ上げられ、人差し指の腹で擦られる。

「ブルブルって小刻みに震えるローターをさ、ここに押し当てて、いろんな角度から虐めるんだ。強弱付けてさ。わざと弱くして焦らすのもありだよね。急に強くしてみるとかしたら、瑚花凄く感じちゃうんだろうなぁ。あぁ、俺がローターを口に含んだまま乳首をしゃぶるっていうのもいいかもしれない。今まで味わったことのない感覚になるんじゃない？」

「……ひぁっ」

「あと挿入しながらクリトリスに当てるっていうのもいいね。何回も何回もイってぐちゃぐちゃになって、それでも虐められて……ってやったら、瑚花……どうなっちゃうかな？」

　想像しただけで今イってしまいそうになった。腰がビクビク震えて、肌の下で熱が滾ってくる。

　そうされたらどうなってしまうのだろう。お見合いのとき、そんな風に愛撫されていたら、きっととんでもなく淫らに乱れていたに違いない。今だって、恥ずかしいくらいに感じてしまっている。

　だからこそ思うのだ。

　あのとき、やはり保留にしてよかった、と。

　瑚花の気持ちをちゃんと伝えたから、こうやって周と何の不安もなく抱き合えるのだ。そうでなければ、ずっといつ彼に失望されるのかと怯え続けていたのかもしれない。

　それもこれも、周が瑚花とじっくり向き合おうとしてくれたからだ。勇気を引き出そうとしてくれたから。

　今、こうやって心も身体も満たされているのは、周の愛がちゃんと伝わってくるからだ。

　怖くはない。

　ただ、この胸に溢れているのは、周への揺るぎない信頼と愛だけだ。

「うん……凄く、それ、気持ちよさそう。多分、私、周くんに何されても……気持ちよくなっちゃう」

「意地悪されて？」

「それもそうだけど、周くんが大好きだから。……それに周くんの私を大事にしてくれる気持ちも伝わってくるから……心も気持ちよくなってるんだと思う」

　きっと根が優しいのもあるのだろう。最初から周は優しかった。

　でも、その優しさの中には情熱もあって、瑚花の心の中に踏み入る強引さも少しあって。それが心地いいと思うし、こちらの気持ちを慮ってくれているからこその言動だと分かるから嬉しくなってしまう。

　周は瑚花の言葉に救われたと言ってくれたけど、全然こんなものじゃ足りない。もっと周のためにしてあげたい、もっと喜ばせたい、もっともっと……と心ばかりが欲張りになるのに、何をしたらいいか分からないのがもどかしい。

　だから、これからも一緒にいて周を知って、少しずつでいいから恩返しがしたい。

　互いに素顔を見せられる関係をずっと、一緒に。

「周くん……大好き」

　縛られて頭上に投げ出されていた手を周に伸ばし、頬を撫でる。彼が本当に嬉しそうな顔で微笑むから、瑚花もそれに同調するかのように微笑み返した。

「正直な話、ＡＩの相性診断って半信半疑だったんだけど……馬鹿にできないな」

「……ぁ……うぁっ……はぁ……あっ……」

　浅いところをずっと擦っていた屹立が、周が強く腰を動かしたことにより一気に奥まで穿たれる。電流のような快楽が全身に迸り、四肢がピクピクと震える。

　周は瑚花の縛られた腕と腕の間に頭を差し入れて、自分の首の後ろにこの手が回るような体勢を取った。それにより肌と肌がぴったりと重なり合うように抱き合う形になる。

「俺、瑚花と出会えて本当によかった。こんなに一緒にいて楽しいのも、身体の相性がいいのも、俺を全部受け止めてくれるのも、きっと瑚花以外にいないね」

「……あぁ……ひぁ……んぁ……あっ、あっ……あぁン……」

　そのまま腰を強く打ち付けられて、瑚花はまたあられもない声を上げてその剛直の力強さを味わう。奥の方を抉るように突いてくるのだが、あまりストロークが大きくない分ピストンが速くて、何度も何度も気持ちいいところを休みなく攻められるのだ。

　こんなの、快楽が強すぎると、助けを求めるように必死に周にしがみ付いた。

「……あ……いや……あまねくん……わたし、またすぐに……イっちゃ……」

「いいよ。俺に可愛いイキ顔見せてよ。何度も何度も……これからもずっと……」

「ひぁっ！　あぁ……ンっ……ふぅ……ンぁっ……っ！　ンん――！」

　絶頂を迎える寸前キスをされて、瑚花は全身で周を感じながらその幸福な瞬間を迎えた。同時に周もイったらしく、彼の喘ぎ声が口の中に吐き出され、それを混じり合わせるように互いの舌を絡ませ合う。

　名残惜しそうに唇を離されると、瑚花はそろりと目を開けて周を見上げる。すると彼は、嬉しそうな、少し照れ臭そうな顔をして無邪気に笑った。

「俺も大好きだよ、瑚花」





◇◇◇






「はい、これ。もう日付が過ぎちゃったけど、バレンタインのチョコ」

　ずっといつ渡そうかとタイミングを見計らっていて、とうとうこんな時間になってしまったが、渡さないわけにはいかなかった。せっかく用意したのだ、受け取ってほしい。

「ありがとう！　ちょっと期待してたから嬉しい！」

　たかがチョコだけれども、その中に込められた想いは大きい。周とはこういうイベント事も一つ一つ大事にしていきたい。

「あれ？　チョコ二つ入ってる？」

「うん。周くん、手作りとかダメな人かどうか分からなかったから、一応両方用意しておいた。好きな方を受け取って」

「両方がいい。どっちも瑚花が用意してくれたんだもん。選べないよ」

「いいよ」

「やった！　さっそく食べてもいい？」

　頷くと、まるで子どもがプレゼントを開けるときのようなキラキラとした目をして包みを開けた。彼が最初に選んだのは手作りの方だった。

「おいしい！　あんまり甘すぎなくて、凄く食べやすいね」

「よかった」

　予想以上に周の嬉しそうな顔が見れて、ホッとした。まるで飢えたように口の中にチョコを運んでいく彼は、最後の一個を口の中に放り込むと、こちらをちらりと見て顔を近づけてきた。

「……ンっ」

　キスをされて、口の中にチョコを放り込まれて。二人でチョコを味わうように舌を動かされて、その熱でチョコは溶けていった。

「おすそ分け。美味しいでしょ？」

　瑚花の口の端についたチョコを親指で拭った周は、その指についたチョコをぺろりと舐めて満足そうな顔をした。

「チョコプレイとかもいいかもね」

　全身チョコだらけになって甘くなって。互いにそれを舐め合う。

　これ以上周が甘くなってしまったら、もう病みつきになってしまいそう。

　けれども、瑚花は頷いた。

　周の甘さにとことんまで虜になってみたいと、期待に胸を膨らませた。








あとがき








　初めましての方もそうでない方も。どうも、ちろりんです。

　このたびは、『国民的イケメン俳優とお見合い×××することになりました!?』をお読みくださりありがとうございます。いかがでしたでしょうか？

　こちらのお話は私の商業初の現代もので、しかもエロ濃いめのお話になっております。むしろ全編ほぼエロですね。ＡＩによる相性診断で引き合わされた二人が身体の関係から入るという近未来的な（？）お見合いですが、普通に考えて日本でこんなお見合いのＣＭがあったらバッシングものです。ですが！　そこは近未来ですから！　いろいろと！　今と事情が変わってきているのです！（たぶん、きっと）。海外でも寝てから付き合うというところもありますしね、うん。

　裏テーマは「誰にでも言えない秘密（性癖）がある」です（受け止めて！　私の性癖！　の方がしっくりくるかな？）。それを変態とするか、許容するかは人それぞれ違うとは思いますが、私はこの二人の性癖はありですね！　これから二人の性癖をさらに広げていろんなプレイが楽しめるのではないでしょうか。瑚花が上に乗ってのハメ撮り……など。いろいろと妄想がはかどりますね。

　書いていて一番楽しかったのは、最後のキャラなりきりプレイです！　好きなキャラになりきって～というのはとても萌えると思うのですが、やはり素の彼の方がもっと好き！は既定路線です。でもそれがいい。

　イラストを担当してくださった里雪先生。本当にありがとうございます！　二人をこんなにも素敵に描いていただけてとても嬉しいです！　そしてエロい！

　それと担当編集様。いろいろと助言をありがとうございます！

　それでは、またどこかで出会える日を願って。

　ありったけの感謝を込めて。





ちろりん
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